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章章章 1 章章章 : 重重重要要要情情情報報報

安安安全全全ににに関関関すすするるる警警警告告告事事事項項項
警警警告告告: 製製製品品品ののの設設設置置置おおおよよよびびび操操操作作作
• 本製品の設置および使用に際しては、明示されている指
示を必ず遵守してください。指示の通りに設置、ご使用
頂けない場合は負傷事故や船体損傷の原因となったり、
製品の性能が十分に発揮されない場合があります。

• 製品の設置に際しては、Raymarine公認の施工業者に作
業をご依頼頂くことをお勧め致しております。公認施工
業者に設置作業をご依頼頂くことでより充実した保証
サービスが適用されます。詳細は、Raymarine正規販売
代理店にお問合せください。

警警警告告告: 各各各スススタタタッッッドドド接接接続続続ののの接接接地地地
落雷 (NLS)によるエネルギーと空電の蓄積は、VHFアン
テナを通じて本製品で管理することが可能です。エネル
ギーを安全に放電するには、本製品に用意されている各
スタッド接続の接地が (付属の静電気防止用ストラップ
を用いて)船舶の 0V負極のバッテリ端子に、必ず接続さ
れている必要があります。
スタッド接続の接地が、船舶の 0V負極のバッテリ端子に
接続されていない場合、本製品に永続的な損傷が発生した
り、製品保証が無効になったりすることがあります。

警警警告告告: 出出出火火火ののの恐恐恐れれれああありりり
この製品は、発火などの危険性が高い空気の中ではご使用
いただけません。そうした空気が充満する可能性のある
場所（エンジンルームや燃料タンク付近）には設置しな
いでください。

製製製品品品ににに関関関すすするるる警警警告告告事事事項項項
警警警告告告: FCC警警警告告告 (パパパーーートトト 15.21)
Raymarine社から書面による明示的な承認を受けずにこの機
器に変更や修正を加えた場合、FCCの規則への適合違反と
なり、機器を操作する権限が無効になることがあります。

警警警告告告: 重重重要要要—使使使用用用前前前ににに設設設定定定ををを行行行っっってててくくくだだださささいいい
本製品を使用する前に 必必必ずずず、パソコンと付属の
proAIS2 ソフトウェアを使用して、正しい設定を行っ
てください。ソフトウェアは、Raymarine Web サイト
（www.raymarine.com/software）からダウンロードでき
ます。

• 設定を怠ると、製品が正しく動作しない可能性があり
ます。

• 設定する際には必ず、製品に MMSI番号をプログラミン
グする必要があります。地域によっては (米国など)、必必必
ずずず有資格の業者または設置業者が MMSIのプログラミン
グを行う必要があります。

• ProAIS2ソフトウェアを使用して MMSI番号が入力さ
れ、設定が保存されると ([Write Configuration (構成を書
き込む) ]オプションを利用)、その後 MMSI番号を変更
することはできません。再プログラミングするには、正
規の Raymarine販売店にユニットを送っていただく必要
があります。設定を保存する前に、必ず MMSI番号を
お確かめください。

• 設定が正しく行われないと、データに誤りが生じ、送
信ができなくなることがあります。

• MMSI番号がプログラムされていない場合、本製品は AIS
レシーバ専用として機能し、AIS情報は船舶に送信さささ
れれれままませせせんんん。
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警警警告告告: VHFアアアンンンテテテナナナ
VHFアンテナが、VHFアンテナの仕様要件を満たしてい
ることを確認してください。詳細については、本書の
「 p.32 — VHFアアアンンンテテテナナナののの必必必要要要条条条件件件」の項を参照してく
ださい。

• AIS周波数専用として最適化されているアンテナを使用
すると、製品が損傷を受けることがあります。

• VHF周波数専用として最適化されているアンテナを使用
すると、不正確なアラームが発生する可能性があります。

• 性能が低下している古いアンテナを使用すると、AISの
性能が低下する場合があります。

• 新しい VHFアンテナは、長さが固定されたケーブルが付
属しています。ケーブルの長さによって、アンテナの性
能がある程度決まります。つまり、アンテナのケーブル
を切断すると性能に影響が生じる可能性があり、VSWR
比が高くなり、受信が制限されます。

警警警告告告: GNSS (GPS)アアアンンンテテテナナナ
• AISの機能を有効にするには、必ず付属の GNSS (GPS)
パッシブアンテナを設置して接続する必要があります。

• 設置場所と空の間を遮る物が何もないことを確認して
ください。

注注注意意意: 修修修理理理ととと保保保守守守
この製品は、ユーザー自身で修理できる部品はありませ
ん。保守および修理はすべて Raymarine正規代理店にお問
い合わせください。正規代理店以外の業者が修理を行った
場合、保証が無効になることがあります。

規規規制制制ににに関関関すすするるる通通通告告告

RF (無無無線線線周周周波波波)ののの安安安全全全性性性ににに関関関すすするるる通通通知知知
RF (無線周波)放射に関するステートメント
AIS送送送受受受信信信機機機は無線周波 (RF)電磁エネルギー (EME)を生成および放射し
ます。

日日日本本本用用用ののの承承承認認認情情情報報報 -技技技術術術基基基準準準適適適合合合証証証明明明
本機では、電波法で定められている技術基準適合証明の認証を取得して
いる特定の無線装置を使用しています。

適適適合合合性性性宣宣宣言言言 (パパパーーートトト 15、、、19)
この装置は FCC規則パート 15に準拠しています。下記の2つの条件の
もとで操作します。
1. 本製品が有害な干渉を起こさないこと。
2. 本製品が、望ましくない動作の原因となる干渉を含め受け取った
干渉を受け付けること。

FCC無無無線線線周周周波波波数数数干干干渉渉渉ににに関関関すすするるる声声声明明明 (パパパーーートトト 15.105 (b))
本製品はFCC規則パート 15に規定されたクラス Bデジタル装置の制限に
適合することが確認されております。
これらの制限は、住宅地に設置した場合の悪影響に対する十分な防止策
を備えることを目的としています。この装置は無線周波数エネルギーを
発生、使用、放射することがあります。無線通信への有害な干渉を避け
るために、設置、使用に関する指示を遵守してください。ただし、所定
の設置方法であれば干渉が生じないことを保証するものではありませ
ん。この装置が、無線受信またはテレビ受信に対して有害な干渉を起こ
した場合 (装置のスイッチのオンとオフを切り替えることによって判断可
能)は、下記のいずれかの方法をお試しください。
1. 受信アンテナの方向または位置を再調整する。
2. 干渉を生じている機器との距離を離す。
3. この装置を受信機が接続されている回路とは別の回路のコンセント
に接続する。

4. 問題が解決しない場合は弊社代理店かラジオ/TV関連の技術者に
ご相談ください。

重要情報 9



イイイノノノベベベーーーシシショョョンンン・・・科科科学学学・・・経経経済済済開開開発発発省省省 (カカカナナナダダダ) (ISED)
この装置は、ライセンス免除の RSS規格に準拠しています。
操作の際には次の 2つの条件に従います。
1. 本製品が有害な干渉を起こさないこと。および
2. 本製品が、望ましくない動作の原因となる干渉を含め受け取った
干渉を受け付けること。

このクラス Bデジタル装置は、カナダの ICES-003に適合しています。

Innovation, Sciences et Développement économique
Canada (Français)
Cet appareil est conforme aux normes d'exemption de licence RSS.
Son fonctionnement est soumis aux deux conditions suivantes:
1. cet appareil ne doit pas causer d'interférence, et
2. cet appareil doit accepter toute interférence, notamment les

interférences qui peuvent affecter son fonctionnement.
Cet appareil numérique de la classe B est conforme à la norme NMB-003
du Canada.

AIS のののララライイイセセセンンンススス供供供与与与ととと MMSI
この製品を使用するに先立ち、オペレータおよび機器のライセンスに関
する所在国の要件をご確認ください。
ララライイイセセセンンンススス供供供与与与
大半の国々では、AIS装置を使用するためのライセンス供与は、VHF無
線用に発行される無無無線線線局局局免免免状状状および無無無線線線技技技士士士免免免状状状の中に盛り込まれ
ています。
ただし、VHF無線用の無線局免状と無線技士免状を既に保有している場
合でも、国国国ににによよよっっってててははは、、、使使使用用用すすするるる AIS装装装置置置用用用ににに別別別途途途ララライイイセセセンンンスススががが必必必要要要
ににになななるるる場場場合合合もももああありりりままますすす。。。

重重重要要要:
本機をご使用になる前に、お住いの地域でライセンスを取得する必要
があるかどうかを判断する責任は利用者にあります。

MMSI

MMSIは、元の船舶/基地を特定するために、無線周波数チャンネルを使
用して送信される9桁の番号です。設設設置置置ににに取取取りりり掛掛掛かかかるるる前前前ににに、、、船船船舶舶舶のののMMSI
番番番号号号ががが取取取得得得ででできききててていいいるるるここことととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。こちらは必須要件と
なります。船舶に既に MMSI番号 (VHF DSC無線で使用)が割り当てら
れている場合は、同じ MMSI番号を使用して AIS機器をプログラミン
グする必要があります。

重重重要要要:
一部の地域では、MMSI番号の交付を受けるために通信士の免許が必要
な場合があります。MMSI番号が入力されない場合、はサイレントモー
ドでのみ使用でき、受信専用として機能します。

米国では、MMSIおよび静的データは Raymarine®販売店、または船舶の海
洋通信機器の有資格の設置業者のみが手動で入力しなければなりません。
米国では、一般ユーザーにこの操作を行う権限はありません。
欧州および米国外の国では、ユーザーが MMSIと静的データを設定す
ることができます。

重重重要要要:
ProAIS2ソフトウェアを使用して MMSI番号が入力され、設定が保存さ
れると ([Write Configuration (構成を書き込む) ]オプションを利用)、その
後 MMSI番号を変更することはできません。再プログラミングするに
は、正規の Raymarine販売店にユニットを送っていただく必要がありま
す。設定を保存する前に、必ず MMSI番号をお確かめください。

ライセンス発行当局の一覧および各地域ごとの MMSI番号については、以
下をご覧ください。 p.51 — 許可証および MMSI 発行機関
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水水水ののの侵侵侵入入入
水の浸入に関する免責
本製品の防水定格容量は所定の浸水保護等級の基準を満たしています
が (製品の『技術仕様書』を参照)、高圧洗浄を使用すると、水が製品
内に入り込んだり、接続されているその他の機器で不具合が発生した
りする可能性があります。高圧洗浄を使用した場合、Raymarineでは製
品を保証いたしません。

AIS ににに関関関すすするるる免免免責責責
AIS700に記載されているすべての情報は、不完全で不正確な情報が含ま
れている危険があるため、参考情報として扱ってください。この製品を
保守点検に出す際、お客様はこの事を認識し、あらゆる関連リスクの全
責任を負っていただきます。これに従い、Raymarineおよび SRT Marine
System plcは、AISサービスを使用することに起因するあらゆる申し立
てから解放されるものとします。

免免免責責責
Raymarine はこの製品に誤りがないこと、または Raymarine 以外の個
人、または事業体によって製造された製品と互換性があることを保証
しません。
Raymarineでは本製品を使用したこと、または使用できないこと、他社が
製造した製品とやり取りをする、または製品で使用されている、あるい
はサードパーティによって使用または提供されている情報にエラーが
あったことに起因する損傷や負傷に対して責任を負いません。
コンバータ、アダプタ、ルーター、スイッチ、アクセスポイントなど、
サードパーティから提供されたり、個別の条件に基づいて他の会社や個
人を通じて直接入手されたサードパーティ製ハードウェアは、別途費用
や手数料が発生します。Raymarine UK Limitedまたはその関連会社では、
サードパーティ製ハードウェアのテストや検査は行っておりません。
Raymarine では、次の責任は負いかねます。
• (a)サードパーティ製ハードウェアの内容および動作
• (b)サードパーティ製ハードウェアのプライバシーおよびその他の注
意事項

Raymarine のドキュメント内では、こうしたサードパーティ製ハード
ウェアの名前が引き合いに出されている場合がありますが、これはそ
のサードパーティ製ハードウェアに対する許可や承認を意味するもの

ではなく、こうした事実もありません。Raymarineが、こうしたサード
パーティ製のハードウェアを引き合いに出すのは、お客様のご都合を
考えてのものです。
RAYMARINE UK LIMITEDははは、、、本本本書書書ののの使使使用用用まままたたたははは公公公開開開しししててていいいるるる情情情報報報ののの内内内容容容
ににに依依依存存存しししたたたここことととににに起起起因因因すすするるるあああらららゆゆゆるるる損損損失失失まままたたたははは損損損害害害ににに対対対すすするるるあああらららゆゆゆるるる責責責
任任任ををを、、、法法法ががが認認認めめめるるる最最最大大大限限限ののの範範範囲囲囲にににおおおいいいててて RAYMARINE UK LIMITEDががが負負負わわわ
ななないいいここことととををを前前前提提提とととしししててて、、、こここちちちらららののの情情情報報報ををを公公公開開開すすするるるももものののとととしししままますすす。。。
Raymarine UK Limitedは、Raymarine UK Limitedの過失による個人に対す
る傷害もしくは死亡、および詐欺その他 Raymarine UK Limitedが、その
責任を免れる、もしくは免れようとすることが違法となる事項について、
Raymarine UK Limitedをお客様に対して免責するものではありません。

製製製品品品ののの廃廃廃棄棄棄
本製品は WEEE指令に従って処分してください。
廃電気電子機器（WEEE）指令では、WEEEを正しく処理しない場合に、人
間の健康や環境にとって有害でリスクになりかねない材料、構成部品、薬
物などが含まれる廃電気電子機器をリサイクルすることを定めています。

車輪付きごみ箱X（バツ）マークの印が付いた機器は、
この機器を分別なしの家庭ごみとして廃棄してはいけな
いことを示しています。
多くの地域の自治体では、住民がリサイクルセンター
またはその他のごみ回収所で廃電気電子機器を廃棄で
きる回収方法が確立されています。
お住まいの地域に該当する廃電気電子機器回収
所の詳細については、Raymarine ウェブサイト
(www.raymarine.com/en-gb/policies/recycling)　を参照
してください。

保保保証証証登登登録録録
Raymarine製品の所有権を登録するには、www.raymarine.com にアクセス
してオンライン登録手続きを行ってください。
保証サービスを受けるには、ご購入頂いた製品を登録しておく必要があ
ります。製品のパッケージにはシリアル番号を示すバーコードラベルが
付いています。お手元の製品を登録する際には、このシリアル番号が必
要になります。バーコードラベルは大切に保管してください。

重要情報 11

https://www.raymarine.com/en-gb/policies/recycling
http://www.raymarine.com


本本本書書書掲掲掲載載載事事事項項項ののの精精精度度度
弊社が把握している限り、本書に記載の情報は制作時点で正確な情報で
す。しかしながら、万が一誤記や脱落があってもRaymarineは責任を負い
ません。また、弊社の方針により製品には継続的に改良が加えられてお
り、製品仕様が予告なく変更される場合がございます。こうしたことか
ら、Raymarineでは製品と本書との間に相違がある場合でも責任は負いま
せん。Raymarineウェブサイト (www.raymarine.com)にて、お使いの製品
に関する最新版のドキュメントがお手元にあることをご確認ください。

本本本書書書ののの著著著作作作権権権
Copyright ©2023 Raymarine UK Ltd. 無無無断断断複複複写写写・・・転転転載載載ををを禁禁禁じじじままますすす。。。本本本書書書
のののいいいかかかなななるるる部部部分分分ももも複複複写写写複複複製製製、、、翻翻翻訳訳訳、、、電電電子子子的的的装装装置置置 (あああらららゆゆゆるるる媒媒媒体体体)へへへののの入入入
力力力をををささされれれるるるととと、、、著著著作作作権権権等等等ののの権権権利利利侵侵侵害害害とととなななるるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。複複複写写写複複複製製製
ををを希希希望望望ささされれれるるる場場場合合合にににははは、、、必必必ずずず事事事前前前ににに Raymarine UK Ltd.ににに連連連絡絡絡をををしししててて許許許
諾諾諾ををを得得得てててくくくだだださささいいい。。。
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章章章 2 章章章 : ドドドキキキュュュメメメンンントトト情情情報報報

目次
• 2.1 該当する製品 ページ ( 14 ページ)
• 2.2 製品ドキュメント ページ ( 14 ページ)
• 2.3 本書の図について ページ ( 14 ページ)
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2.1 該該該当当当すすするるる製製製品品品
このドキュメントは、次の製品に適用されます。

説説説明明明 商商商品品品番番番号号号

AIS700はクラスB AIS送受信機で、VHFスプリッ
タが内蔵されているため、クラスAまたはクラス
BのAIS送受信機装備の現地の船舶、陸上基地局ま
たは航行補助でリアルタイムの情報を表示する
際に使用されます。AISの情報については、「付
録」を参照してください。

E70476–JP

2.2 製製製品品品ドドドキキキュュュメメメンンントトト
お使いの製品には次のドキュメントが該当します。

説説説明明明 部部部品品品番番番号号号

AIS700設設設置置置説説説明明明書書書 (本本本書書書)
AIS 700の設置方法、および海洋電子機器の広域
ネットワークへの接続方法

87482

GNSSアアアンンンテテテナナナ取取取付付付テテテンンンプププレレレーーートトト 87225

LightHouse™ 4操作説明書
LightHouse™ 4 MFDの操作説明書、 AIS関連の機
能についても記載されています。

81406

LightHouse™ 3操作説明書
LightHouse™ 3 MFDの操作説明書、 AIS関連の機
能についても記載されています。

81370

LightHouse™ 2操作説明書
LightHouse™ 2 MFDの操作説明書、 AIS関連の機
能についても記載されています。

81360

2.3 本本本書書書ののの図図図にににつつついいいててて
お使いの製品および（該当する場合は）ユーザーインターフェイスの型
式と製造日によっては、本書の図がお使いの製品と多少異なる場合が
あります。
画像はすべて図解目的でのみ提供されています。
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章章章 3 章章章 : 製製製品品品とととシシシススステテテムムムののの概概概要要要

目次
• 3.1 AIS の概要 ページ ( 16 ページ)
• 3.2 互換性のある Raymarine® ディスプレイ。 ページ ( 17 ページ)
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3.1 AIS ののの概概概要要要
AIS (自動識別システム)はデジタル無線信号を使用して、船舶間、沿岸基
地間、AToN (航行補助)に専用 VHF無線周波数による「リアルタイム」の
情報を送信します。この情報は、周辺の船舶を識別および追跡したり、
衝突を回避するためのデータを高速、正確、かつ自動的に提供するため
に使用されます。AISテクノロジでは、区域内にいる AIS搭載のその他す
べての船舶に対して継続的に船舶の ID、位置、速度、航路に加え、その
他の関連情報を発信することで、これを実現しています。

AISはレーダーの「盲点」でも稼動し、AISを搭載した小型の船舶も検
出できるため、レーダーアプリケーションを補足する機能があります
が、伝送された AIS情報の受信に依存するので、陸地や標識灯、または
AISを装備していない船舶などの物体を検出できないため、レーダーの
代わりにはなりません。

注注注意意意:
AISで区域のすべての船舶情報が表示されると仮定しないでください。
次の理由のため、船舶情報が表示されないことがあります。
• 一部 AISが装備されていない船舶がある
• 大型商業船舶では AISの装備が義務付けられているが、AISを使用す
ることは義務付けられていない

• 大半のクラス B AISトランスポンダには、2 Wの伝送電源出力しかな
いため、クラス B伝送の最大有効範囲が 8～10海里に制限され、こ
れはつまり従来型のクラス B AISトランスポンダを使用している船舶
が発信している電波の場合、グローバルな航跡を発信する AIS通信衛
星では受信されないことがよくあるということを意味する。

AISは、レーダー情報を補足するためのものであり、レレレーーーダダダーーーににに取取取っっっ
ててて代代代わわわるるるももものののででではははああありりりままませせせんんんt。
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3.2互互互換換換性性性のののあああるるる Raymarine®デデディィィスススプププレレレイイイ。。。
AISレシーバ /トランシーバは、以下にある MFDと互換性があります。
ディスプレイは、SeaTalkng ®バックボーンまたは NMEA 0183接続を利用
して、38,400ボーレートに設定します。利用可能な場合、SeaTalkng ®
/ NMEA 2000接続の利用を推奨いたします。

Axiom 2 多多多機機機能能能デデディィィスススプププレレレイイイ

1. Axiom XL
2. Axiom 2 Pro

Axiom 多多多機機機能能能デデディィィスススプププレレレイイイ

1. Axiom XL
2. Axiom Pro / Pro-S
3. Axiom
4. Axiom +

製品とシステムの概要 17



gS / eS / aSeries / eSeries / cSeries多多多機機機能能能デデディィィスススプププレレレイイイ

1. gS Series
2. eS Series
3. aSeries
4. eSeries
5. cSeries

I70 / i70s 計計計器器器デデディィィスススプププレレレイイイ
互換性のある計器ディスプレイは、同じ SeaTalkng ®ネットワークに
接続できます。.

1. i70
2. i70s

多多多機機機能能能デデディィィスススプププレレレイイイ

注注注意意意:
E Seriesクラシックおよび C Seriesクラシック MFDは、NMEA 0183接
続を使用する場合に限り、接続が可能です。

1. E-Seriesワイドスクリーン MFD
2. C-Seriesワイドスクリーン MFD
3. G-Series システム

18



4. A-Series MFD
5. C Seriesクラシック MFD (NMEA 0183を介してのみ接続可能)
6. E Seriesクラシック MFD (NMEA 0183を介してのみ接続可能)

互互互換換換性性性のののあああるるるサササーーードドドパパパーーーテテティィィ製製製デデディィィスススプププレレレイイイ
AISレシーバ /トランシーバは、サードパーティ製ディスプレイに接
続することができます。
サードパーティ製ディスプレイは、NMEA 2000または NMEA 0183接続
を利用して、38,400ボーレートに設定します。可能な場合、NMEA 2000
接続の利用を推奨いたします。

注注注意意意:
サードパーティ製ディスプレイに用意されているデータは、NMEA 2000
PGNおよび NMEA 0183のセンテンスに限定されており、AISレシー
バ /トランシーバとサードパーティ製ディスプレイの両方でサポート
されています。

製品とシステムの概要 19



章章章 4 章章章 : 付付付属属属部部部品品品

目次
• 4.1 付属部品 ページ ( 21 ページ)
• 4.2 インライン ヒューズの交換 ページ ( 21 ページ)
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4.1 付付付属属属部部部品品品

1. AIS700ユニット。使用されている警告記号の説明については、以下
の重要事項を参照してください。

2. GNSSアンテナ、給電ケーブル付き、10 m (33 ft).
3. GNSSアンテナガスケット。
4. GNSSアンテナ (柱取り付け用)。
5. AISユニット固定具 (No.8 x19セルフタッピンネジ 4本)。
6. GNSSアンテナ柱取り付け用ネジ (オプション)
7. GNSSアンテナ表面部固定具 (オプション) (M3x40スタッドとつまみ
ナット 3個)。

8. 製品ドキュメント。
9. 電源/データケーブル、2 m (6.56 ft)。
10. VHF無線ケーブル、1 m (3.28 ft)。
11. DeviceNetと SeaTalkng 間をつなぐアダプタケーブル 1 m (3.28 ft)。
12. 静電気防止用ストラップ。

重重重要要要:
AISユニットには、ナットとワッシャーがユニットのアースラグに予め
に取り付けられています。この専用の接地ポイントは、必必必ずずず、付属の接
地ストラップを使用して船舶の 0V負極のバッテリ端子に接続されてい
る必要があります。詳細については、ユニットのアースラグに貼られて
いるラベルの内容に加え、「 p.47 —接接接地地地」の項を参照してください。

4.2イイインンンララライイインンンヒヒヒュュューーーズズズののの交交交換換換
製品には、防水加工ヒューズホルダー内にある赤の電源ワイヤに適切な
定格を備えたインラインヒューズを取り付ける必要があります
このヒューズとヒューズホルダーは、製品には付付付属属属しししててていいいままませせせんんんので、
海洋電子機器店/小売店から別途入手する必要があります。

1. 防水加工ヒューズホルダー。
2. 適切な定格を備えたインラインヒューズ。
ヒヒヒュュューーーズズズ定定定格格格:
• 定格電圧 —船舶の電源電圧と同等かそれ以上である必要があります。
• 定格電流 —以下に記載しているインラインヒューズおよびサーマルブ
レーカ定格の項を参照してください。

イイインンンララライイインンンヒヒヒュュューーーズズズおおおよよよびびびサササーーーマママルルルブブブレレレーーーカカカ定定定格格格
お使いの製品には、次のインラインヒューズよびサーマルブレーカ定
格が適用されます。

イイインンンララライイインンンヒヒヒュュューーーズズズ定定定格格格 熱熱熱遮遮遮断断断器器器ののの定定定格格格
3 A 3 A
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注注注意意意:
• サーマルブレーカに適したヒューズ定格は、接続する装置の台数に
よって異なります。ご不明な点はRaymarine正規代理店にお問い
合わせください。

• お使いの製品の電源ケーブルには、インラインヒューズが装備され
ている場合がありますが、装備されていない場合は、インライン
ヒューズ/ブレーカを製品の電源接続の正のワイヤに追加する必要
があります。
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章章章 5 章章章 : 製製製品品品寸寸寸法法法

目次
• 5.1 製品寸法 ページ ( 24 ページ)
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5.1 製製製品品品寸寸寸法法法

項項項目目目 寸寸寸法法法

(A) 相対方位 122.29 mm (4.81 in)

(B) 171.65 mm (6.76 in)
(C) 113.04 mm (4.45 in)
(D) 132.55 mm (5.22 in)

(E)   東 57 mm (2.24 in)

(F) 100 mm (3.94 in)

24



章章章 6 章章章 : 場場場所所所ににに関関関すすするるる必必必要要要条条条件件件

目次
• 6.1 場所の選択 ページ ( 26 ページ)
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6.1 場場場所所所ののの選選選択択択
警警警告告告: 出出出火火火ののの恐恐恐れれれああありりり
この製品は、発火などの危険性が高い空気の中ではご使用
いただけません。そうした空気が充満する可能性のある
場所（エンジンルームや燃料タンク付近）には設置しな
いでください。

設設設置置置場場場所所所ががが満満満たたたすすすべべべききき要要要件件件等等等
製品の設置場所を選択する際は、多くの要因をご考慮頂く必要があり
ます。
• 水水水ののの侵侵侵入入入—このユニットはデッキの下に取り付ける必要があります。
ユニットは防水加工済みですが、雨やスプレーに長時間、直接さらさ
れることのない場所に設置することをお勧めします。

• 換換換気気気 —適切な気流を確保するには:
– ユニットが適切なサイズのコンパートメントに設置されているこ
とを確認してください。

– 通気孔がふさがれていないことを確かめてください。すべての機器
間において、適切な間隔を設けてください。

• 電電電気気気的的的干干干渉渉渉—モーター、発電機、無線機器等と干渉する恐れがありま
すので、こうした機器から十分離れた場所に設置してください。

• 電電電源源源—船舶の DC電源に最も近い場所を選択してください。これによ
り、ケーブル配線を最小限に抑えることができます。

• 診診診断断断—診断用のLEDがすぐに見える場所にを設置してください。
• 設設設置置置面面面—ユニットがしっかりとした設置面に適切に固定されているこ
とを確認してください。船舶の構造に損傷を与えるような場所にユ
ニットを設置したり穴を開けたりしないでください。

• ケケケーーーブブブルルル配配配線線線—ユニットがケーブルを正しく配線、サポート、接続で
きる場所に設置されていることを確認してください。
– 別途指定がない限り、最小曲げ半径は 100 mm (3.94インチ)です。
– ケーブルクリップを使用して、コネクターに力が加わらないよう
にします。

– 複数のフェライトをケーブルに追加する必要がある場合は、追加の
ケーブルクリップを使用して重量が増加したケーブルが適切に支え
られていることをご確認ください。

GNSSアアアンンンテテテナナナののの設設設置置置場場場所所所ににに関関関すすするるる必必必要要要条条条件件件
付属の GNSSアンテナはの設置に際しては、明示されている指示を必ず
遵守してください。付属されている GNSSアンテナ以外のものを接続
しないでください。
GNSSアンテナは、平らな水平面か、適切な柱に設置することができ
ます。
• アンテナの面設置を予定している場合は、設置面の下側に手が届くこ
とを確認してください。

• アンテナを柱に設置する場合は、1インチ 14 TPIのネジが必要です。

重重重要要要:
GNSSアンテナは、設置場所から全天に向って直線方向に、地平線に
沿うように設置してください。

選択した設置場所が次の要件を満たしていることを確認してください。
• 空の視界が遮られるような障害物 (マスト、サーチライト、その他
の構造など)がないこと。

• アンテナはできるだけ低く、安定した場所に設置してください。ア
ンテナの安定性が高いほど、衛星を追跡して安定したデータを提供
する効率が高まります。

• 他のアンテナや電子装置からできるだけ離して (最低 1 m (3 フィー
ト))設置してください。
次の場所にはアンテナを設置しないでください。
• 踏んだりつまずいたりする可能性がある場所
• マスト上。マスト上に設置すると、アンテナが揺れ、位置データに
大きな誤差が生じます。

• レーダービームの直線上。

EMC ののの設設設置置置ガガガイイイドドドララライイインンン
Raymarine®の機器および付属品は、機器との電磁干渉を最小限に抑える
と同時に、そのような干渉がシステムの性能に与える影響を軽減するた
めに定められた (EMC)規制に準拠しています。
EMCの性能に悪影響が出ないようにするためには、正しく設置する必
要があります。
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注注注意意意:
EMCの干渉が極端な場所では、多少の干渉が見られる場合がありま
す。 このような状況が生じたら、製品および干渉元の距離を離して
ください。

最最最適適適ななな EMC性能を得るために、できるだけ次の条件を満たす方法での
設置をお勧め致します。
• Raymarine®機器とケーブルの接続先の条件:
– VHFラジオやケーブル、アンテナなど、無線信号を運ぶすべての機
器またはケーブルから 1 m (3フィート)以上距離を置いてください。
SSBラジオの場合は、この距離を 2 m (7フィート)設けてください。

– レーダービームの射線から 2 m (7 フィート)以上離してください。
レーダービームは通常、放射素子の上下 20度で発せられると考
えられています。

• 製品には、エンジン始動に使用されるバッテリとは異なるバッテリを
使用してください。これは、エンジン始動で別のバッテリが使われ
ない場合に生じる可能性がある不安定な動作やデータ損失を防ぐた
めに重要です。

• Raymarine®指定のケーブルを使用してください。
• ケーブルは、設置説明書に詳細が記載されていない限り、切断したり
延長したりしないでください。

注注注意意意:
設設設置置置上上上ののの都都都合合合ににによよよりりり上上上記記記ののの条条条件件件ををを満満満たたたすすすここことととがががででできききななないいい場場場合合合ははは、各電
子機器間に可能な限りの距離を設けて、設置に際しEMC性能が最善の
状態に保たれるようにしてください。

抑抑抑制制制フフフェェェララライイイトトト
• Raymarineのケーブルには、抑制フェライトがあらかじめ装備されてい
る、または付属しているものがあります。抑制フェライトは、EMC性
能を正常に保つために大切な働きをします。ケーブルに対してフェラ
イトが別途提供されている (装着されていない)場合は、付属の指示に
従って、このフェライトを装着する必要があります。

• なんらかの理由（例：設置または保守作業時）で、フェライトを取り
外す必要がある際には、製品をご使用になる前に必ず元の場所にフェ
ライトを取り付けてください。

• Raymarine、または正規の Raymarine販売店で販売する、純正部品の
フェライトのみをご使用ください。

• 設置の際には複数のフェライトをケーブルに追加する必要があります
が、フェライトへの余分な重量によってコネクタに負担がかかるのを
防ぐため、追加のケーブルクリップを使用してください。

そそそののの他他他ののの機機機器器器へへへののの接接接続続続
Requirement 社製品以外のケーブルにフェライトを使用する場合の必
要条件
Raymarineから支給されたケーブル以外を使って、お手元の Raymarine機
器をその他の機器に接続する場合には、Raymarineユニット周辺のケーブ
ルに必ず抑制フェライトを取り付けてください

RF 干干干渉渉渉
特定の他社製外付け電気機器では、外付け機器が適切に絶縁されておら
ず、過度の電磁妨害 (EMI)を発生させて GNSS (GPS)、AIS、VHF装置に無
線周波数 (RF)干渉を生じさせる場合があります。
そのような外付け機器の一般的な例として、LED照明（例航海灯、サー
チライト、投光照明、室内灯、外部照明など）や地上波テレビチュー
ナーなどがあります。
そのような機器からのによる妨害を最小限に抑えるために、以下の点に
注意してください。
• GNSS (GPS)、AISまたは VHF製品およびそのアンテナからできるだけ
遠ざけてください。

• 外付け機器の電源ケーブルがこれらの装置の電源ケーブルやデータ
ケーブルと絡み合っていないことを確認してください。

• 高周波の抑制フェライトを EMIを生じている装置に取り付けること
を検討してください。フェライトの定格の有効範囲は 100 MHz～2.5
GHzで、電源ケーブルと EMIを生じている機器のケーブルに取り付
けます。この際、可能な限りケーブルが機器から出る位置に近づけ
て取り付けてください。

コココンンンパパパススス安安安全全全距距距離離離
製品を設置するのに適切な場所を選択する際は、本製品と取り付けられ
ているすべてのコンパスとの距離をできるだけ広く取るようにしてくだ
さい。すべての方向から 1 m (3.3フィート)以上の距離を取るのが理想で
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す。一部の小型船舶では、これだけ離れた距離に設置するのが不可解な
場合もありますそのような状況では、電源を入れた状態でコンパスが製
品の影響を受けていないことを確認してください。
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章章章 7 章章章 : ケケケーーーブブブルルルととと接接接続続続— 一一一般般般情情情報報報
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7.1敷敷敷設設設時時時ののの一一一般般般的的的なななガガガイイイダダダンンンススス
ケケケーーーブブブルルルののの種種種類類類ととと長長長さささ
適切なタイプのケーブルを適切な長さで使用することが重要です。
• 別途指定されている場合を除き、Raymarine から支給されるケーブ
ルを使用してください。

• Raymarineから支給されるケーブル以外を使用する必要がある場合、
しかるべき品質を備え使用目的に見合うワイヤーゲージ以外は使用
しないでください (例えば、電源ケーブルを長く配線する場合、電圧
降下のリスクを最小限に抑えるために、大き目のワイヤーゲージが
必要になります)。

ケケケーーーブブブルルルののの配配配線線線
ケーブルの性能と寿命を最大限に生かすために、ケーブルは正しく配線
してください。
• ケーブルを過度に折り曲げないようにしてください。可能な限り、
最小曲げ径 200 mm (8インチ) /最小曲げ半径 100 mm (4インチ)を
確保してください。

• 物理的損傷が生じたり熱に触れたりすることがないようにすべての
ケーブルを保護します。可能であれば被覆や配管を使用してくださ
い。ビルジや出入口、または動いている物体や熱い物体の近くにケー
ブルを配線しないでください。

• 結束ひもやケーブル結束バンドなどでケーブルを定位置に固定してく
ださい。余分なケーブルは巻き取り、邪魔にならないように括って
ください。

• むきだしの隔壁やデッキヘッドにケーブルを渡すときは、適切な防水
加工のフィードスルーを使用してください。

• エンジンや蛍光灯の近くにケーブルを配線しないでください。

ケーブル経路を決めるときは、常に次の物から最大限に遠ざけることを
心がけてください。
• 他の機器やケーブル
• 高電流が流れる AC / DC送電線
• アンテナ

張張張力力力緩緩緩和和和
ケーブル配線では適切な張力緩和を設け、コネクタが引っ張られない
ように保護し、過酷な海面条件でも抜けることがないように確認して
ください。

回回回路路路ののの分分分離離離
直流電流と交流電流の両方を使用する場合、適切な回路分離が必要に
なります。
• PC、プロセッサ、ディスプレイ、その他の精密電子計器または装
置を稼動する際には、必ず絶縁変圧器か独立した電力変換器を使用
してください。

• Weather FAX オーディオケーブルには必ず絶縁変圧器を使用してくだ
さい。

• サードパーティ製のオーディオアンプを使用する際には、必ず独
立した電源をご使用ください。

• 信号線の光分離には、必ず RS232/NMEAコンバータを使用してくだ
さい。

• PCまたはその他の精密電子装置には、必ず専用の電源回路を確保
してください。

ケケケーーーブブブルルル遮遮遮蔽蔽蔽
すべてのケーブルが適切に遮蔽されており、ケーブル遮蔽に傷がない
ことをご確認ください。

ケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続
以下の手順に従って、ケーブルを製品に接続します。
1. 船舶の電源スイッチがオフであることを確認します。
2. 接続されている装置が、装置に付属の設置指示に従って設置されて
いることを確認してください。
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3. 接続方向が正しいことを確認しながら、ケーブルコネクタをしっかり
と対応するコネクタに押し込みます。

4. いずれかのロック機構を作動させ、安全な接続が行われていること
を確認します (例.: ロッキングカラーを時計方向に回し、しっかりと
接続します)。

5. 水の浸入によるショートや腐蝕が起きないよう、電線がむき出しに
なった全ての接続部を必ず適切に絶縁してください。

7.2 接接接続続続ののの概概概要要要

接接接続続続 適適適切切切なななケケケーーーブブブルルル

1) GNSS接接接続続続
付属の GNSSアンテナを接続しま
す。このアンテナは、AISユニッ
トに接続する必要があります。

GNSSアンテナの装着ケーブル。

2)各各各スススタタタッッッドドド接接接続続続ののの接接接地地地
船舶のバッテリの 0 Vマイナスの
バッテリ端子に接続します。

重重重要要要:
安全上の理由から、必必必ずずず接
続する必要があります。任意
ではありません。落雷による
損傷と落雷によるエネルギー
と空電の蓄積の可能性を軽減
するのが、その理由です。

接地ストラップ (付属)。
詳細については、「 p.47 —接接接地地地」
を参照してください。

3)アアアンンンテテテナナナののの接接接続続続
VHFアンテナに接続します。

VHFアンテナケーブル。

4) VHF接接接続続続
VHF無線に接続します。

VHF無線ケーブル (付属)。

5) NMEA 2000 / SeaTalkng ののの接接接続続続
NMEA 2000または SeaTalkng バッ
クボーンに接続します。

以下のいずれかふぁ対象:
• A DeviceNet－ SeaTalkng アダプ
タケーブル (付属)または

• DeviceNetスプールケーブル。

ケーブルと接続 — 一般情報 31



接接接続続続 適適適切切切なななケケケーーーブブブルルル

6) USB接接接続続続
PC (パソコン)に接続。

Micro-B USBケーブル。

注注注意意意:
USBを使用して、AISユニッ
トと PC/ノートパソコンを接
続する際に問題が発生した場
合、まず最初に USBケーブ
ルを交換してみてください。
USBケーブルを交換しても
問題が解消されない場合に
は、別の USBポートを使用
してみてください。また、
USBハブのポートは使用し
ないでください。

7)電電電源源源おおおよよよびびびデデデーーータタタ接接接続続続
接続先:
• 12/24 Vの DC電源。
• NMEA 0183装置。
• サイレントモードスイッチ。

電源/データケーブル (付属)。

7.3 VHF アアアンンンテテテナナナののの必必必要要要条条条件件件
AISユニットで必要となる VHFアンテナのタイプと仕様に関する重要な
要件。
最適なアンテナ性能を確保するために、以下のガイドラインに従って
ください。
• AIS専用アンテナではなく、広広広帯帯帯域域域 VHFアンテナの使用を強くお勧
めいたします。

• AIS700では、AISトランシーバと AIS700の一体型アンテナスプリッ
ターを利用している接続されている VHF無線の両方が高い性能を発揮
する上で、広域アンテナが必要になります。

• AIS周波数による動作専用として最適化されている VHFアンテナを
使用する場合、AIS700に対して永続的な損傷が起きる可能性があり
ます。これは、VHF無線送信が、VHF無線周波数で動作している

VHFアンテナのインピーダンス整合の調和不足により、AIS700内で
反射するためです。

• VHF無線周波数専用として最適化されている非非非広域 VHFアンテナを使
用する場合、 AISトランシーバから発せられる送信が、AIS700内で反
射する可能性があります。これは、アンテナと AISトランシーバの周波
数のインピーダンス整合の調和不足によるものです。これによって、
AIS700が破損することはありませんが (AISクラス Bトランスしーの
電力は、VHFトランスシーバより著しく低いため)、場合によっては
AIS700によりシステムVSWRアラームが発せられることがあります。

• 新しい VHFアンテナは、長さが固定されたケーブルが付属していま
す。ケーブルの長さによって、アンテナの性能がある程度決まりま
す。つまり、アンテナのケーブルを切断すると性能に影響が生じる可
能性があり、VSWR比が高くなり、受信が制限されます。

推推推奨奨奨ささされれれるるる VHF アアアンンンテテテナナナののの仕仕仕様様様
仕仕仕様様様

周周周波波波数数数帯帯帯域域域: 156.025 MHz～ 162.025 MHz

VSWR (電電電圧圧圧定定定在在在波波波比比比): 周波数の全範囲において、2:1を
超えないこと

イイインンンピピピーーーダダダンンンススス: 50 オーム広帯域

ゲゲゲイイインンン: 3dBi最大

コココネネネクククタタターーータタタイイイプププ: PL-259
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章章章 8 章章章 : 取取取りりり付付付けけけ

目次
• 8.1 ユニットの設置 ページ ( 34 ページ)
• 8.2 GNSS (GPS) アンテナを設置する ページ ( 34 ページ)
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8.1 ユユユニニニッッットトトののの設設設置置置
ユニットを取り付ける前に、下記の点をご確認ください
• 適切な設置場所はお決まりですか (障害物がなく平らな表面に設置する
必要があります)。

• 該当するケーブル接続部と配線方法をお決めになりましたか。

1. ユニットを目安にしながら、設置面の取り付け穴の場所に印を付け
ます。

2. 適切なサイズのドリルビットを使用して、ドリルで取付用固定具用
の穴を開けます。

3. 設置面の穴の半分ぐらいまで取り付けネジをねじ込みます。
4. 取り付けネジの上にユニットを配置し、押し込んで定位置に固定し
ます。

5. ネジをしっかりと締めます。
6. 必要なケーブルを配線します。

8.2 GNSS (GPS)アアアンンンテテテナナナををを設設設置置置すすするるる
アンテナを取り付けるには、以下の操作を実行します。
1. 「 p.26 — GNSSアアアンンンテテテナナナののの設設設置置置場場場所所所ににに関関関すすするるる必必必要要要条条条件件件」の説明に
従って、アンテナの設置に適した場所を選択します。

2. 『『『 88092 GA200の設置説明書』というドキュメントに記載されている
指示に従ってアンテナを設置します。GNSSアンテナに付属しているド
キュメントは、Raymarine®のWebサイト (www.raymarine.com/manuals
)からダウンロードすることもできます。

重重重要要要:
旧式の AISレシーバに付属している GPSアンテナまたはシリアル番
号が若い (小さい) AIS700を交換する場合、GPSレシーバの設置直
径 (カットアウト部)が、Ø44 mmから Ø60 mmに変更になっている
点に注意してください。
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章章章 9 章章章 : ネネネッッットトトワワワーーーククク接接接続続続

目次
• 9.1 データ接続部の概要 ページ ( 36 ページ)
• 9.2 USB 接続 ページ ( 39 ページ)
• 9.3 NMEA 2000 (SeaTalkng®) の接続 ページ ( 39 ページ)
• 9.4 NMEA 0183 の接続 ページ ( 40 ページ)
• 9.5 GPS (GNSS) アンテナの接続 ページ ( 41 ページ)
• 9.6 VHF アンテナの接続 ページ ( 42 ページ)
• 9.7 VHF 無線接続 ページ ( 43 ページ)
• 9.8 サイレントモードスイッチ接続 ページ ( 43 ページ)
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9.1 デデデーーータタタ接接接続続続部部部ののの概概概要要要
AISユニットには、2つの双方向 NMEA 0183接続に加え、NMEA 2000 / SeaTalkng、USB接続が用意されています。AISユニットは、NMEA 0183 i入
力で受信したデータと AISデータを多重化してから、AISユニットの高速 (38,400) NMEA 0183出力を介してこの統合されたデータを外部の
NMEA 0183 装置に出力します。
必要なデータの種類をやり取りするためには、AISユニット上で正しい組組組みみみ合合合わわわせせせ入出力接続を選択することが重要です。
入力おおおよよよびびび出力の各組組組みみみ合合合わわわせせせに対して、AISユニットを介して交換できるデータタイプについては、以下の表をご覧ください。下表の使用方
法の一例を挙げると、表の一行目にある「入力」列にある NMEA 0183 (4,800) GNSSとしてリストに記載されている入入入力力力を確認します。その同
じ行を確認してみると、その入力で受信した GNSS GPSデータは、NMEA 0183 (4,800)出出出力力力とは交換できないことが分かりますが、NMEA 0183
(38,400) 出力とは交換 可可可能能能です。

重重重要要要:
AISユニットには、専用の GNSS (GPS)レシーバがあります。この GPSデータは、AISデータと多重化してから、高速 (38,400) NMEA 0183出力上で出
力することが可能です。ただし、この機能は診診診断断断おおおよよよびびびトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググのののみみみををを目目目的的的とととしししたたたももものののででですすす。GPSデータの競合またはパフォーマン
スの問題を防ぐため、AISユユユニニニッッットトトののの内内内臓臓臓 GPSレレレシシシーーーバババははは、、、GPSデデデーーータタタををを AISユユユニニニッッットトトににに提提提供供供すすするるるここことととのののみみみををを目目目的的的とととしししててていいいままますすす。。。このため、AISユ
ニットの GNSS (GPS)レシーバは、多機能ディスプレイやその他の外部装置に GNSS (GPS)データを提供する目的には使用しないでください。

Raymarineでは、以下の表に示すように、追加の NMEA 0183または SeaTalk ng GNSS (GPS)レシーバを使用して、レシーバを使用して、GNSS (GPS)
データを外部装置に提供することをお勧めします。
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入入入力力力 出出出力力力
NMEA 0183 NMEA 2000 / SeaTalkng USB

4,800 (LO) ボーレート 38,400 (HI) ボーレート
(外外外部部部 GNSS
GPS 装置か
ら供給され
た GNSS GPS
データ) (AISユ
ニットの内蔵
GPSレシーバ
ででではははななないいい)

GNSS (GPS) AIS GNSS (GPS) AIS GNSS (GPS) AIS GNSS (GPS) AIS

NMEA 0183
(4,800ボー)
GNSS (GPS)
NMEA 0183
(38,400ボー)
GNSS (GPS)
NMEA 2000 /
SeaTalkng
GNSS (GPS)

重重重要要要:
データが競合したり、ループしたりする可能性を防ぐため、外部装置の複数の (および異なる)データバスに AISユニットを同同同時時時ににに接続しない
でください。
• NMEA 0183おおおよよよびびび SeaTalkng / NMEA接続を介して、AISユニットを同同同時時時にににMFDに接続しないでください。
• NMEA 0183おおおよよよびびび SeaTalkng / NMEA 2000接続を介して、AISユニットを同同同時時時にににVHF無線に接続しないでください。
• NMEA 0183おおおよよよびびび USB接接接続続続を介して、AISユニットを同時にPCに接続しないでください。

重重重要要要:
AIS対応の VHF無線に接続している場合、最初にVHF無線のAIS機能を無効にする必要があります。AIS機能を無効にする方法の詳細につい
ては、お使いの無線のマニュアルをご覧ください。
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注注注意意意:
• ProAISソフトウェアを使用して、各 NMEA 0183ポートを構成することができます。ただし、この機能は診診診断断断おおおよよよびびびトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググのののみみみ
ををを目目目的的的とととしししたたたももものののででですすす。ProAIS2ソフトウェアは、Raymarine Webサイト (www.raymarine.com/software)からダウンロードできます。

• NMEA 0183接続の詳細については、「 p.40 — NMEA 0183接接接続続続」を参照してください。
• 対応している NMEA 0183センテンスの一覧については、「 p.80 — NMEA 0183対対対応応応のののセセセンンンテテテンンンススス」を参照してください
• NMEA 2000 / SeaTalkng接続の詳細については、「 p.39 — NMEA 2000 / SeaTalkng 接接接続続続」を参照してください。
• 対応している NMEA 2000 PGNの一覧については、「 p.80 — NMEA 2000対対対応応応ののの PGN」を参照してください
• USB接続の詳細については、「 p.39 — USB接接接続続続」を参照してください
• GNSSアンテナ接続の詳細については、「 p.41 — GPS (GNSS)アアアンンンテテテナナナ接接接続続続」を参照してください
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9.2 USB 接接接続続続
本製品を最初にご使用する前に、proAIS2ソフトウェアを使用して、USB
を接続したPCでユニットを設定する必要があります。

注注注意意意:
ProAIS2 softwareソフトウェアは、Raymarine Webサイトからダウン
ロードできます。
www.raymarine.com/software

重重重要要要:
ユニットの設定には、MMSI番号を用いてのプログラミングが含まれま
す。米国では、エンドユーザーに正しく割り当てられていないMMSIや
不正確なデータを装置に入力することは、連邦通信委員会の規則違反で
す。MMSIおよび静的データは、Raymarine販売店、または船舶の海洋
通信機器の有資格の設置業者のみが手動で入力しなければなりません。
お住まいの地域の規制を調べて、お使いのユニットでMMSIデータを設
定することが許可されているかどうかを確認してください。

1. AIS ユニット
2. USB Micro-B－タイプ Aケーブル (付属していません)

3. proAIS2を実行中の PC (パソコン)

注注注意意意:
• PC USB接続を行うことで、導入前にユニットに電源を投入して設定
を行うことができます。

• ユニットの設定方法の詳細については、「 p.49 —設設設定定定ととと構構構成成成」を
参照してください

注注注意意意:
USBを使用して、AISユニットと PC/ノートパソコンを接続する際に
問題が発生した場合、まず最初に USBケーブルを交換してみてくだ
さい。USBケーブルを交換しても問題が解消されない場合には、別
の USBポートを使用してみてください。また、USBハブのポートは
使用しないでください。

警警警告告告: USBデデデバババイイイスススののの電電電源源源
外部電源からの電力供給を必要とする機器には製品の USB
接続を使用しないでください。

9.3 NMEA 2000 (SeaTalkng®)ののの接接接続続続
本製品は、SeaTalkng ®または NMEA 2000 CANまたは NMEA 2000 CAN
バスネットワークに接続された装置にデータを送信できます。接続は、
ユニット底部にある DeviceNetコネクタを使用して確立されています。
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1. 付属の DeviceNet－ SeaTalkng ®アダプタケーブルを使用して、お手元
の製品を SeaTalkng ®バックボーンのスプール接続部に接続します。

2. または、標準の DeviceNetケーブル (付属していません)を使用して、
お手元の製品を NMEA 2000バックボーンに接続することもできます。

注注注意意意:
1. 本製品は、正しく終端されたバックボーンに接続する必要がありま
す。本製品を MFDに直接接続することはできません。

2. バックボーンを中心とする各機器の接続についての詳細は、お
使いの SeaTalkng ® / NMEA 2000装置に付属の取扱説明書をご参
照ください。

9.4 NMEA 0183 ののの接接接続続続
AIS700 は、電源/データケーブルの NMEA 0183 ワイヤを使用して
NMEA 0183データを送受信できます。
AISユニットには、2つの双方向 NMEA 0183接続があり、入出力の2個を1
組として構成されています。1つ目の入出力ペアは、高速 NMEA 0183接続
用に構成されており (38,400ボー)、電源ケーブル上にある「NMEA HI」と
いうラベルで見分けられるようになっています。１2つ目の入出力のペア
は、低速 NMEA 0183接続用に構成されており (4,800ボー)、電源ケーブル
上にある「NMEA LO」というラベルで見分けられるようになっています。

注注注意意意:
ProAISソフトウェアを使用して、各 NMEA 0183ポートを構成すること
ができます。ただし、この機能は診診診断断断おおおよよよびびびトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
のののみみみををを目目目的的的とととしししたたたももものののででですすす。ProAIS2ソフトウェアは、Raymarine Web
サイト (www.raymarine.com/software)からダウンロードできます。

重重重要要要:
AISユニットには、専用の GNSS (GPS)レシーバがあります。この GPS
データは、AISデータと多重化してから、高速 (38,400) NMEA 0183出力
上で出力することが可能です。ただし、この機能は診診診断断断おおおよよよびびびトトトラララブブブ
ルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググのののみみみををを目目目的的的とととしししたたたももものののででですすす。GPSデータの競合また
はパフォーマンスの問題を防ぐため、AISユユユニニニッッットトトののの内内内臓臓臓 GPSレレレシシシーーー
バババははは、、、GPSデデデーーータタタををを AISユユユニニニッッットトトににに提提提供供供すすするるるここことととのののみみみををを目目目的的的とととしししててて
いいいままますすす。。。このため、AISユニットの GNSS (GPS)レシーバは、多機能
ディスプレイやその他の外部装置に GNSS (GPS)データを提供する目
的には使用しないでください。

通常、AISユニットの高速 (HI) (38,400ボー)出出出力力力ワイヤは、MFDの
NMEA 0183入力に接続され、38,400ボー用として構成されています。こ
れは、AISデータ転送で必要とされるボーレートです。AISユニットの低
速 (LO) (4,800ボー) NMEA 0183入入入力力力ワイヤは、通常、船首センサーま
たはその他の NMEA 0183装置に接続されていおり、4,800ボーレート
用に構成されています。
AISユニットに用意されている組み合わせ可能なデータ接続についての詳
細は、「 p.36 —デデデーーータタタ接接接続続続部部部ののの概概概要要要」を参照してください
原則として、AISユニットを利用して NMEA 0183の接続を行う際に
は、以下の点に注意してください。
• 低低低速ボーレート (4,800)に設定されている AISユニットの NMEA 0183
入入入力力力にデータ (GNSSなど)を送信する際は、AISユニットの NMEA 0183
接続上で、同じボーレートで出出出力力力することはできません。

• 高高高速ボーレート (38,400)に設定されている AISユニットの NMEA 0183
入入入力力力にデータ (GNSSなど)を送信する際は、AISユニットの NMEA 0183
接続上で、同じボーレートで出出出力力力することはできません。

注注注意意意:
対応している NMEA 0183 センテンスの一覧については、
「 p.80 — NMEA 0183対対対応応応のののセセセンンンテテテンンンススス」を参照してください

以下では、AISユニットの電源ケーブルに用意されている NMEA 0183
の入出力接続を図示しています。
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ワワワイイイヤヤヤののの色色色 説説説明明明
1 茶色 HI 出 +
2 青 HI 出 –
3 白 HI 入 +
4 緑 HI 入 –
5 紫 LO 出 +
6 ピンク LO 出 –
7 グレー LO 入 +

8 黄色 LO 入 –

重重重要要要:
データが競合したり、ループしたりする可能性を防ぐため、外部装
置の複数の (および異なる)データバスに AISユニットを同同同時時時ににに接続
しないでください。
• NMEA 0183おおおよよよびびび SeaTalkng / NMEA接続を介して、AISユニットを
同同同時時時にににMFDに接続しないでください。

• NMEA 0183おおおよよよびびび SeaTalkng / NMEA 2000接続を介して、AISユニッ
トを同同同時時時にににVHF無線に接続しないでください。

• NMEA 0183おおおよよよびびび USB接接接続続続を介して、AISユニットを同時にPCに
接続しないでください。

9.5 GPS (GNSS)アアアンンンテテテナナナののの接接接続続続
GNSSアンテナ接続を使用して、お使いの AIS700に GNSSアンテナに接
続します。アンテナには、AIS700に接続するための10 m (33ft)ケーブ
ルが装備されています。
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注注注意意意:
AIS700に付属されている以外のアンテナを使用して、接続しないで
ください。

アンテナが接続されていない場合や、正しく接続されていない場合、
AIS700はサイレントモードで動作します。サイレンとモードでは、
AIS700は送信はできなくなりますが、受信は引き続き可能です。

重重重要要要:
旧式の AISレシーバに付属している GPSアンテナまたはシリアル番
号が若い (小さい) AIS700を交換する場合、GPSレシーバの設置直
径 (カットアウト部)が、Ø44 mmから Ø60 mmに変更になっている
点に注意してください。

9.6 VHF アアアンンンテテテナナナののの接接接続続続
VHFアンテナ接続を使用して、お使いの AIS700に VHFアンテナ (別売
り) に接続します。

VHF アアアンンンテテテナナナののの必必必要要要条条条件件件
AISユニットで必要となる VHFアンテナのタイプと仕様に関する重要な
要件。
最適なアンテナ性能を確保するために、以下のガイドラインに従って
ください。
• AIS専用アンテナではなく、広広広帯帯帯域域域 VHFアンテナの使用を強くお勧
めいたします。

• AIS700では、AISトランシーバと AIS700の一体型アンテナスプリッ
ターを利用している接続されている VHF無線の両方が高い性能を発揮
する上で、広域アンテナが必要になります。

• AIS周波数による動作専用として最適化されている VHFアンテナを
使用する場合、AIS700に対して永続的な損傷が起きる可能性があり
ます。これは、VHF無線送信が、VHF無線周波数で動作している
VHFアンテナのインピーダンス整合の調和不足により、AIS700内で
反射するためです。

• VHF無線周波数専用として最適化されている非非非広域 VHFアンテナを使
用する場合、 AISトランシーバから発せられる送信が、AIS700内で反
射する可能性があります。これは、アンテナと AISトランシーバの周波
数のインピーダンス整合の調和不足によるものです。これによって、
AIS700が破損することはありませんが (AISクラス Bトランスしーの
電力は、VHFトランスシーバより著しく低いため)、場合によっては
AIS700によりシステムVSWRアラームが発せられることがあります。

• 新しい VHFアンテナは、長さが固定されたケーブルが付属していま
す。ケーブルの長さによって、アンテナの性能がある程度決まりま
す。つまり、アンテナのケーブルを切断すると性能に影響が生じる可
能性があり、VSWR比が高くなり、受信が制限されます。

推推推奨奨奨ささされれれるるる VHF アアアンンンテテテナナナののの仕仕仕様様様
仕仕仕様様様

周周周波波波数数数帯帯帯域域域: 156.025 MHz～ 162.025 MHz

VSWR (電電電圧圧圧定定定在在在波波波比比比): 周波数の全範囲において、2:1を
超えないこと

イイインンンピピピーーーダダダンンンススス: 50 オーム広帯域

ゲゲゲイイインンン: 3dBi最大

コココネネネクククタタターーータタタイイイプププ: PL-259
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9.7 VHF 無無無線線線接接接続続続
VHF DSC無線が付属するシステムでは、無線の VHFアンテナ接続を
AIS700のVHF無線接続に接続することで、VHFアンテナを共有するこ
とが可能です。お使いの AIS700の VHFアンテナ接続に VHFアンテナ
をつなぎます。

9.8サササイイイレレレンンントトトモモモーーードドドスススイイイッッッチチチ接接接続続続
サイレントモードでは、AIS700は位置データの送信を停止し、受信機と
してのみ機能します。サイレントモードは、接続されているMFDを使用
し、電源/データケーブルの該当するワイヤにスイッチを接続することで
有効にすることができます。サイレントモードを有効にする際の詳細に
ついては、MFDの操作説明書を参照してください。

注注注意意意:
サイレントモードのスイッチは、MFDのサイレントモード設定を
上書きします。

1. 電源/データケーブル (付属)
2. 薄緑色のワイヤ
3. オレンジ色のワイヤ
4. スイッチ (付属していません)
ワイヤ接続を圧着またははんだづけして固定し、水の浸入を防ぐため、
必ず適切に絶縁してください。
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章章章 10 章章章 : 電電電源源源接接接続続続

目次
• 10.1 電源接続 ページ ( 45 ページ)
• 10.2 配電 ページ ( 45 ページ)
• 10.3 接地 ページ ( 47 ページ)
• 10.4 電源延長ケーブル (12 / 24 V システム) ページ ( 48 ページ)
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10.1 電電電源源源接接接続続続

1. 電源/データケーブル (付属)
2. 黒のワイヤ (負) —電源の負端子に接続します。
3. 赤のワイヤ (正) —電源の正端子に接続します。
4. 赤の正ワイヤには、適切な定格ヒューズ (別別別売売売りりり)を備えた防水加工
ヒューズホルダーが取り付けられている必要があります。以下の
ヒューズ定格を参照してください。

5. 電源 (12 / 24 V dc)。

イイインンンララライイインンンヒヒヒュュューーーズズズおおおよよよびびびサササーーーマママルルルブブブレレレーーーカカカ定定定格格格
お使いの製品には、次のインラインヒューズよびサーマルブレーカ定
格が適用されます。

イイインンンララライイインンンヒヒヒュュューーーズズズ定定定格格格 熱熱熱遮遮遮断断断器器器ののの定定定格格格
3 A 3 A

注注注意意意:
• サーマルブレーカに適したヒューズ定格は、接続する装置の台数に
よって異なります。ご不明な点はRaymarine正規代理店にお問い
合わせください。

• お使いの製品の電源ケーブルには、インラインヒューズが装備され
ている場合がありますが、装備されていない場合は、インライン
ヒューズ/ブレーカを製品の電源接続の正のワイヤに追加する必要
があります。

10.2 配配配電電電
推奨事項とベストプラクティス
• 本製品には電源ケーブルが付属しており、製品に直付けの給電ケーブ
ルと、取り外し可能な電源ケーブルがあります。製品に付属の電源
ケーブルのみを使用してください。別の製品を対象とした、または別
の製品に付属している電源ケーブルは使用しないでください。

• お使いの製品におけるケーブルの区別やその接続場所についての詳細
は「電源接続」の項をご参照ください。

• 一般的な配電条件での実装方法の詳細は、以下をご覧ください。

重重重要要要:
• 配線計画、実施に際しては、システムで使用する他の製品を考慮し
てください。ソナーモジュールなど一部の製品においては、船舶の電
気系統に大きな電力需要ピークがかかる場合があり、この間は他の製
品における電圧に影響を及ぼす可能性があります。

• 下記はあくまでもお使いの製品を保護するための指針として掲載致
しております。一般的な船舶配電のシナリオに対応していますが、す
べてを網羅しているわけではありません。適切なレベルの保護が確保
されているかどうか不明な場合は、正規販売代理店もしくは適切な資
格を持つ専門の海洋技術者にご相談ください。

配配配線線線例例例— 配配配電電電盤盤盤ににに接接接続続続すすするるる場場場合合合 (推推推奨奨奨)
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項項項目目目 説説説明明明
1 適切な定格ヒューズを備えた防水加工ヒューズホルダーが

取り付けられている必要があります。適切な定格ヒューズに
ついては、「インラインヒューズおよびサーマルブレーカ
定格」を参照してください。

2 製品の電源ケーブル。

• 付属の電源ケーブルを工場出荷時に装着された配電点の適切なブレー
カまたはスイッチに接続することを推奨いたします。

• 配電点には、8 AWG (8.36 mm2)のケーブルを使用して、船舶の主電源
から送電する必要があります。

• 全ての機器がそれぞれ適切な保護が施された回路上の最適な定格の
サーマルブレーカやヒューズに個別に接続されている状態が理想で
す。しかし、それが不可能であり、複数の機器でブレーカを共有する
場合は、電源回路ごとに個別のインラインヒューズを使用して、必
要な保護を確保してください。

項項項目目目 説説説明明明
1 プラスの (+)バー
2 マイナスの (-)バー
3 サーキットブレーカ
4 適切な定格ヒューズを備えた防水加工ヒューズホルダーが

取り付けられている必要があります。適切な定格ヒューズに
ついては、「インラインヒューズおよびサーマルブレーカ
定格」を参照してください。

重重重要要要:
製品仕様書に記載されている推奨ブレーカ/ヒューズ定格をお守りくだ
さい。ただし、適切なブレーカ/ヒューズ定格は接続しているデバイス
の数によって異なる点に注意してください。

配配配線線線例例例— バババッッッテテテリリリににに直直直接接接接接接続続続すすするるる場場場合合合
• 配電盤への接続が不可能な場合には、お使いの製品に付属の電源ケー
ブルは、適切な定格のヒューズまたはブレーカ経由で船舶のバッテリ
に直接接続することができます。

• 製品に付属の電源ケーブルには、別のドレイン線が含まれていませ
ん。このため、電源ケーブルの赤と黒のワイヤのみを接続する必要
があります

• 電源ケーブルにインラインヒューズが付属されていない場合は、赤
のワイヤとバッテリの正 (+)の端子との間に適切な定格のヒューズ、
またはブレーカを装着する必要があります。

• 製品ドキュメントに記載されているインラインヒューズの定格を参照
してください。

• 製品に付属の電源ケーブルを延長する必要がある場合は、製品ドキュ
メントに記載の、専用の電源ケーブルの延長に関する項目をご覧くだ
さい。

46



項項項目目目 説説説明明明
1 適切な定格ヒューズを備えた防水加工ヒューズホルダーが

取り付けられている必要があります。適切な定格ヒューズに
ついては、「インラインヒューズおよびサーマルブレーカ
定格」を参照してください。

2 製品の電源ケーブル。

そそそののの他他他ののの情情情報報報
Raymarineでは、すべての船舶の電気設備で、次の標準にて詳細に記載さ
れている範例に準じて頂くことを推奨致しております。
• BMEA (全英舶用電子機器協会)の電気電子機器の船舶設置に関する実
施規則

• NMEA (全米舶用電子機器協会) 0400設置標準
• ABYC E-11船舶の AC/DC 電気系統
• ABYC A-31充電器とインバータ
• ABYC TE-4 避雷

10.3 接接接地地地
落雷 (NLS)によるエネルギーと空電の蓄積は、VHFアンテナを通じて本
製品で管理することが可能です。エネルギーを安全に放電するには、
本製品に用意されている各スタッド接続の接地が (付属の静電気防止用
ストラップを用いて)船舶の 0V負極のバッテリ端子に、必ず接続され
ている必要があります。
スタッド接続の接地が、船舶の 0V負極のバッテリ端子に接続されていな
い場合、本製品に永続的な損傷が発生したり、製品保証が無効になった
りすることがあります。

重重重要要要:
これは、接続オプションではありません。

注注注意意意:
船舶がスチール、アルミニウム、カーボンなどの導電性の素材で構
成されている場合、VHFアンテナの外側ベースプレートが絶縁処理
されているか、船舶の構造物から切り離されていることを必ず確認
してください。

1. M5ナット (付属)。
2. M5耐震座金 (ワッシャ) (付属)。
3. 静電気防止用ストラップ（付属）を船舶のバッテリの 0Vマイナス
のバッテリ端子に接続します。

4. 静電気防止用ストラップ。
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10.4電電電源源源延延延長長長ケケケーーーブブブルルル (12 / 24 Vシシシススステテテムムム)
製品に付属の電源ケーブルを延長する必要がある場合は、下記の点にご
注意ください。
• システムの各ユニットの電源ケーブルは、ユニットと船舶のバッテリや
配電盤とを繋ぐ1本の2線式ケーブルで個別に配線する必要があります。

• デバイスの電源電圧と総負荷に対する延長ケーブルのゲージと配線す
るケーブルの長さが十分であることを確認します。標準的な最最最小小小電源
ケーブルワイヤゲージについては、以下の表を参照してください。

ケケケーーーブブブルルルののの長長長さささ、、、単単単位位位
はははメメメーーートトトルルル (フフフィィィーーートトト)

ワワワイイイヤヤヤゲゲゲーーージジジ、、、単単単位位位
ははは AWG (mm2)、、、12 V
電電電源源源用用用

ワワワイイイヤヤヤゲゲゲーーージジジ、、、単単単位位位
ははは AWG (mm2)、、、24 V
電電電源源源用用用

<8 (<25) 16 (1.31 mm2) 18 (0.82 mm2)
16 (50) 14 (2.08 mm2) 18 (0.82 mm2)
24 (75) 14 (2.08 mm2) 16 (1.31 mm2)
>32 (>100) 14 (2.08 mm2) 16 (1.31 mm2)

重重重要要要:
システムに含まれる一部の製品 (ソナーモジュールなど)は、時折ピー
ク電圧となる場合があり、この間は他の製品における電圧に影響を及
ぼす可能性があります。

重重重要要要:
電源ケーブル (延長ケーブルもすべて含め)で十分なゲージを確保するた
めに、11 V dcで完全にバッテリの充電が切れた状態であっても、製品の
電源コネクタの差し込み部であるケーブルの終端で最最最低低低10.8 V dcの
電圧が製品の電源コネクタ部分で確保されていることをご確認くださ
い。(完全にバッテリの充電が切れていても、0 Vと判断しないでくださ
い。バッテリ充電の放電プロファイルと内部の相互作用により、電流
は電圧よりもはるかに早く降下します。お手元のデバイスに給電する
のに十分な電流がバッテリにないとしても、「完全に充電が切れてい
る」バッテリであっても、正の電圧を示します)
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章章章 11 章章章 : 設設設定定定ととと構構構成成成
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11.1重重重要要要—使使使用用用前前前ににに設設設定定定ををを行行行っっってててくくくだだださささいいい
本製品を使用する前に必必必ずずず、パソコンと付属の proAIS2ソフトウェアを
使用して、正しい設定を行ってください。ソフトウェアは、Raymarine
Webサイト（www.raymarine.com/software）からダウンロードできます。
• 設定を怠ると、製品が正しく動作しない可能性があります。
• 設定する際には必ず、製品に MMSI番号をプログラミングする必要があ
ります。地域によっては (米国など)、必必必ずずず有資格の業者または設置業
者が MMSIのプログラミングを行う必要があります。

• ProAIS2ソフトウェアを使用して MMSI番号が入力され、設定が保存さ
れると ([Write Configuration (構成を書き込む) ]オプションを利用)、その
後 MMSI番号を変更することはできません。再プログラミングするに
は、正規の Raymarine販売店にユニットを送っていただく必要があり
ます。設定を保存する前に、必ず MMSI番号をお確かめください。

• 設定が正しく行われないと、データに誤りが生じ、送信ができなくな
ることがあります。

• MMSI番号がプログラムされていない場合、本製品は AISレシーバ専用
として機能し、AIS情報は船舶に送信ささされれれままませせせんんん。

11.2 AISのののララライイイセセセンンンススス供供供与与与ととと MMSI
この製品を使用するに先立ち、オペレータおよび機器のライセンスに関
する所在国の要件をご確認ください。
ララライイイセセセンンンススス供供供与与与
大半の国々では、AIS装置を使用するためのライセンス供与は、VHF無
線用に発行される無無無線線線局局局免免免状状状および無無無線線線技技技士士士免免免状状状の中に盛り込まれ
ています。
ただし、VHF無線用の無線局免状と無線技士免状を既に保有している場
合でも、国国国ににによよよっっってててははは、、、使使使用用用すすするるる AIS装装装置置置用用用ににに別別別途途途ララライイイセセセンンンスススががが必必必要要要
ににになななるるる場場場合合合もももああありりりままますすす。。。

重重重要要要:
本機をご使用になる前に、お住いの地域でライセンスを取得する必要
があるかどうかを判断する責任は利用者にあります。

MMSI

MMSIは、元の船舶/基地を特定するために、無線周波数チャンネルを使
用して送信される9桁の番号です。設設設置置置ににに取取取りりり掛掛掛かかかるるる前前前ににに、、、船船船舶舶舶のののMMSI
番番番号号号ががが取取取得得得ででできききててていいいるるるここことととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。こちらは必須要件と
なります。船舶に既に MMSI番号 (VHF DSC無線で使用)が割り当てら
れている場合は、同じ MMSI番号を使用して AIS機器をプログラミン
グする必要があります。

重重重要要要:
一部の地域では、MMSI番号の交付を受けるために通信士の免許が必要
な場合があります。MMSI番号が入力されない場合、はサイレントモー
ドでのみ使用でき、受信専用として機能します。

米国では、MMSIおよび静的データは Raymarine®販売店、または船舶の海
洋通信機器の有資格の設置業者のみが手動で入力しなければなりません。
米国では、一般ユーザーにこの操作を行う権限はありません。
欧州および米国外の国では、ユーザーが MMSIと静的データを設定す
ることができます。

重重重要要要:
ProAIS2ソフトウェアを使用して MMSI番号が入力され、設定が保存さ
れると ([Write Configuration (構成を書き込む) ]オプションを利用)、その
後 MMSI番号を変更することはできません。再プログラミングするに
は、正規の Raymarine販売店にユニットを送っていただく必要がありま
す。設定を保存する前に、必ず MMSI番号をお確かめください。

ライセンス発行当局の一覧および各地域ごとの MMSI番号については、以
下をご覧ください。 p.51 —許可証および MMSI発行機関
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11.3許許許可可可証証証おおおよよよびびび MMSI発発発行行行機機機関関関
以下の表では、関連する各地域ごとの許可証および MMSI番号発行機関の
一覧のほか、関連するホームページのリンク先をご覧になれます。大半
の機関でオンラインで申請できるようになっています。

国国国＆＆＆規規規制制制機機機関関関 ホホホーーームムムペペペーーージジジ

アルゼンチン (AR):
Ente Nacional de Comunicaciones

http://www.enacom.gob.ar

オーストラリア (AU):
Australian Communications and
Media Authority

http://www.acma.gov.au/

オーストリア (AT):
Austrian Regulatory Authority
for Broadcasting and
Telecommunications

http://www.rtr.at

ベルギー (BE):
Belgian Institute for Postal services
and Telecommunications (BIPT)

http://www.bipt.be

ブラジル (BR):
Agencia Nacional de
Telecomunicacoes

http://www.anatel.gov.br

ブルガリア (BG):
Communications Regulation
Commission

http://www.crc.bg

カナダ (CA):
Industry Canada

https://www.ic.gc.ca/eic/site/smt-
gst.nsf/eng/home

中国 (ZH):
Ministry of Information Industry

http://www.mii.gov.cn

コスタリカ (CR):
Superintendencia de
Telecomunicaciones

http://sutel.go.cr

国国国＆＆＆規規規制制制機機機関関関 ホホホーーームムムペペペーーージジジ

クロアチア (HR):
Croatian Post and Electronic
Communications Agency

http://www.hakom.hr/de-
fault.aspx?id=7

キプロス (CY):
Office of Electronic Communications
& Postal Regulation

http://www.ocecpr.org.cy/nqconten-
t.cfm?a_id=767&tt=ocecpr&lang=gr

チェコ共和国 (CZ):
The Czech Telecommunication
Office

http://www.ctu.eu/main.php?pagei-
d=178

デンマーク (DK):
Danish Energy Agency

https://ens.dk/en

エストニア (EE):
Estonian Competition Authority

http://www.konkurentsi-
amet.ee/?lang=en

フィンランド (FI):
Finnish Communications Regulatory
Authority

http://www.ficora.fi/en

フランス (FR):
Autorité de Régulation des
Communications Électroniques et
des Postes

http://www.arcep.fr

ドイツ (DE):
Bundesnetzagentur

http://www.bundesnetzagentur.de

ギリシャ (EL):
Hellenic Telecommunications and
Post Commission

http://www.eett.gr/opencms/openc-
ms/EETT_EN/index.html

オランダ (NL):
Autoriteit Consument & Markt

https://www.acm.nl/nl

香港 (HK):
Office of Communications Authority

http://www.ofca.gov.hk
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国国国＆＆＆規規規制制制機機機関関関 ホホホーーームムムペペペーーージジジ

ハンガリー (HU):
National Media and Infocommunica-
tion Authority

http://www.nmhh.hu

アイスランド (IS):
Post and telecom administration in
Iceland

http://www.pfs.is/de-
fault.aspx?cat_id=101

インドネシア (ID):
Finnish Communications Regulatory
Authority

http://www.brti.or.id

アイルランド (IE):
Commission for Communications
Regulation

http://www.comreg.ie

マン島 (IM):
Communications Commission

http://www.gov.im/govern-
ment/boards/cc.xml

イタリア (IT):
Autorità per le Garanzie nelle
Comunicazioni

http://www.agcom.it

ジャマイカ (JM):
Spectrum Management Authority

http://www.sma.gov.jm

日本 (JP):
総務省

http://www.soumu.go.jp/english/in-
dex.html

韓国 (KR):
Korea Communications Commission

http://eng.kcc.go.kr

リヒテンシュタイン (LI):
Office for Communications

http://www.llv.li/amtsstellen/llv -ak-
english-page.htm

リトアニア (LT):
Communications Regulatory
Authority

http://www.rrt.lt/en/home.html

国国国＆＆＆規規規制制制機機機関関関 ホホホーーームムムペペペーーージジジ

ルクセンブルグ (LU):
Institut luxembourgeois de
régulation

http://www.ilr.public.lu

ラトビア (LV):
Elektronisko sakaru direkcija

https://www.vases.lv/lv/con-
tent/juras-sakaru-atlaujas

マレーシア (MY):
Malaysian Communications and
Multimedia Commission

http://www.mcmc.gov.my

マルタ (MT):
Malta Communications Authority

http://www.mca.org.mt

メキシコ (MX):
Instituto Federal de Telecomunica-
ciones

http://www.ift.org.mx

ニュージーランド (NZ):
Commerce Commission of New
Zealand

http://www.comcom.govt.nz

ノルウェイ (NO):
Norwegian Communications
Authority

http://www.nkom.no

パナマ (PA):
Autoridad Nacional de los Servicios
Públicos

http://www.asep.gob.pa/default.asp

ポーランド (PL):
Prezes Urzędu Komunikacji
Elektronicznej

http://www.uke.gov.pl

ポルトガル (PT):
Autoridade Nacional de
Comunicações

https://www.anacom.pt
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国国国＆＆＆規規規制制制機機機関関関 ホホホーーームムムペペペーーージジジ

ルーマニア (RO):
National Authority for Management
and Regulation in Communications
of Romania

http://www.ancom.org.ro/en

ロシア (RU):
Ministry of Telecom and Mass
Communications of the Russian
Federation

https://minsvyaz.ru/en

サウジアラビア (SA):
Communications and Information
Technology Commission (Saudi
Arabia)

http://www.citc.gov.sa

シンガポール (SG):
Info-communications Media
Development Authority of Singapore

https://www.imda.gov.sg

スロベニア (SI):
Agency for communication networks
and services of the Republic of
Slovenia

http://www.akos-rs.si/akos-ang

スロバキア (SK):
Telecommunications Regulatory
Authority of the Slovak Republic

http://www.teleoff.gov.sk/in-
dex.php?ID=9

南アフリカ (ZA):
Independent Communications
Authority of South Africa

http://www.icasa.org.za

スペイン (ES):
Comisión Nacional de los Mercados
y la Competencia

https://www.cnmc.es/en

スウェーデン (SE):
Swedish Post and Telecom Authority

http://www.pts.se

国国国＆＆＆規規規制制制機機機関関関 ホホホーーームムムペペペーーージジジ

スイス (CH):
Office fédéral de la communication

http://www.bakom.admin.ch/the-
men/frequenzen/00689/01563/in-
dex.html?lang=fr

台湾 (TW):
Communications Commission

http://www.ncc.gov.tw/english/in-
dex.aspx

タイ (TH):
Communications Commission

http://nbtc.go.th/wps/por-
tal/NTC/eng

トルコ (TR):
Information And Communication
Technologies Authority

http://eng.btk.gov.tr

アラブ首長国連邦 (AE):
Telecommunications Regulatory
Authority

http://www.tra.ae

グレート・ブリテンおよび北アイ
ルランド連合王国 (UK (NI)):
OFCOM

http://www.ofcom.org.uk

米国 (US):
FCC

https://www.fcc.gov/bureau-
divisions/mobility-division/ship-
radio-stations#block-menu-block-4

11.4 設設設定定定
AIS700は、取り付ける前に PC/ノートパソコン、USB Micro-Bケーブルお
よび proAIS2ソフトウェアを使用して設定しておく必要があります。

注注注意意意:
ProAIS2 softwareソフトウェアは、Raymarine Webサイトからダウン
ロードできます。
www.raymarine.com/software

設定方法は、所在地の地理的地域の法的要件によって異なります。
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米米米国国国
米国では、必ず有資格の業者または設置業者が設定を行うことが法的に
義務付けられています。
AIS700.にプログラミングされた船舶データを確認する際に、付属の
proAIS2 PCソフトウェアを使用することができます。この情報に誤りが
ある場合は、Raymarineの業者にご連絡ください。

米米米国国国外外外ののの地地地域域域
米国外の地域では、付属の proAIS2 PCソフトウェアを使用して AIS700
を設定してください。

注注注意意意:
設置後に設定を行う場合は、最初に同じネットワーク上にあるすべて
の MFDのスイッチが切れていることを確認してください。スイッチが
切れていないと、AIS700を正しく設定できません。

以下の船舶関連の静的データを設定しておく必要があります。
• MMSI 番号
• 船舶名
• 船舶の呼び出し符号
• AIS GNSSアンテナ位置を含む船舶の寸法
• 船舶タイプ
有効な 9桁の MMSI番号を入力する必要があります。無効な番号は受
け付けられません。船舶のコールサインフィールドのみ、入力は任
意となります。

重重重要要要:
ProAIS2ソフトウェアを使用して MMSI番号が入力され、設定が保存さ
れると ([Write Configuration (構成を書き込む) ]オプションを利用)、その
後 MMSI番号を変更することはできません。再プログラミングするに
は、正規の Raymarine販売店にユニットを送っていただく必要がありま
す。設定を保存する前に、必ず MMSI番号をお確かめください。

ProAIS2 ソソソフフフトトトウウウェェェアアアおおおよよよびびび USB ドドドララライイイバババのののイイインンンススス
トトトーーールルル
AISユニットを最初にご使用する前に、ProAIS2ソフトウェアを使用し
て、USBを接続したPC、Macまたはノートパソコンでユニットを設定す
る必必必要要要がががあります。以下で説明するように、ProAIS2アプリケーションと
USBドライバーをダウンロードおよびインストールする必要があります。
1. ProAIS2 ソフトウェアは、Raymarine Webサイト (www.rayma-

rine.com/software)からダウンロードできます。
2. setup.exe ファイルをダブルクリックすると、インストーラが起動し
ます。

3. 画面に表示されるインストール手順に従い、USBドライバをインス
トールするオプションが表示されたときにこのオプションが選択
されていることを確認します。

4. インストールしたら、AISユニットを PC/ノートパソコンに接続する
ことができます。USBドライバが自動的にインストールされ、AISユ
ニットが新しい COMポート装置として表示されます。

5. 「開始」メニューまたはPC/ノートパソコンのアプリケーションラ
ンチャーからアクセスできる ProAIS2フォルダに進んで、ProAIS2
を起動します。

proAIS2 ををを使使使用用用しししたたた設設設定定定

重重重要要要:
米国では、エンドユーザーに正しく割り当てられていない MMSIや不
正確なデータを装置に入力することは、連邦通信委員会の規則違反で
す。MMSIおよび静的データは、Raymarine販売店、または船舶の海洋
通信機器の有資格の設置業者のみが手動で入力しなければなりません。
お住まいの地域の規制を調べて、お使いのユニットでMMSIデータを設
定することが許可されているかどうかを確認してください。
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PCで proAIS2ソフトウェアを開き、次の手順を実行します。
1. ページ上部のドロップダウンリストから AIS装置を選択します。
2. [[接続]]をクリックします。
3. 重要: 該当するフィールドに、MMSIを含む船舶の詳細情報を入力し
ます。

MMSI番号を初めて入力する際、[Write Configuration (構成を書き込む) ]
オプションを利用すると、その後 MMSI番号を変更することはできま
せん。設定を保存する前に、必ず MMSI番号をお確かめください。

4. ドロップダウンリストから、お使いの船舶に適した[船舶のタイプ]
を選択します。

5. 必要に応じて、NMEA 0183のボーレートを設定します。

このオプションは、診断のみを目的としたものです

6. 内蔵の GNSS受信機で、センテンスが出力されていないことを確認
します (GGA、GLLおよび RMCのボックスがオフになっているこ
とを確認します)。

AIS700に内蔵されているGNSS受信機は、GNSSデータをAISユニット
に提供することのみを目的とするものです。このデータを出力する
と、データ競合が起きる可能性があります。これらのセンテンスを出
力する機能は、診断のみを目的としたものです。

7. 重要: 該当欄に船舶の寸法と GNSSアンテナの場所を入力します。こ
れにより、AISトラフィックWeb サイト上（www.marinetraffic.comな
ど）で表示される自分の船舶を表すアイコンのサイズが決まります。

8. [GNSSモード]のドロップダウンリストで選択しているオプション
が、使用する必要がある GNSS (GPS)衛星システムに反映されている
ことを確認します。不確かな場合は、初期設定のままにします。

9. 沿岸受信機の範囲外にある場合、[長距離放送]設定のメッセージ 27を
有効にするオプションを使用して長距離検出を行います。メッセージ
27送信は、標準の AISチャンネルとは異なるチャンネルにあり、主に
衛星放送受信用に使用します。このオプションは、沿岸受信機の範囲
外の場所を航行していると思われる場合に限り、選択してください。

10. [Write Configuration](構成を書き込む)をクリックして、構成設定を保
存します。

MMSI番号を初めて入力する際、[Write Configuration (構成を書き込む) ]
オプションを利用すると、その後 MMSI番号を変更することはできま
せん。設定を保存する前に、必ず MMSI番号をお確かめください。

11. [[切断]]をクリックします。

11.5デデディィィスススプププレレレイイイ上上上ににに AISデデデーーータタタををを表表表示示示すすするるる
お使いの AISユニットで受信した AISデータを表示するには、ユニッ
トに付属の受動アンテナが接続されている必要があります。また、
AISユニットも独自の GPSデータソースを用いて多機能ディスプレイ
か、海図プロッタに接続されている必要があります。AISユニットは、
SeaTalkng/NMEA 2000または高速 NMEA 0183を介してディスプレイに接
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続されている必要があります。もしくは、AISに互換性があるソフトウェ
アが動作している独自の GPSデータソースを用いてAISユニットを、AIS
ユニットを (USB経由で) PC/ノートパソコンに接続することができます。
多機能ディスプレイ、海図プロッタ、または PC/ノートパソコンは、AIS
ターゲットを表示するように設定されている必要があります。Raymarine
MFDの設定手順は、以下の節に記載されています。サードパーティ製の
ディスプレイ/海図プロッタ/PC/ノートパソコンに、AISを設定する場合に
は、その製品に付属している操作説明書を参照してください。

注注注意意意:
上記のスクリーンショットは、LightHouse 3 / LightHouse 4で、どのよ
うに AISターゲットが表示されるかをご覧になれます。他のアプリケー
ションでは、AISターゲット情報の表示形式が異なります。

LightHouse 3 / LightHouse 4ののの AISタタターーーゲゲゲッッットトトををを有有有効効効にににすすするるる
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
• [メニュー >ターゲット > AIS設定]の順に選択します
• [海図に AISターゲットを表示]が選択されていることを確認します。

LightHouse 2ののの AISタタターーーゲゲゲッッットトトををを有有有効効効にににすすするるる
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。

• [メニュー >プレゼンテーション >オーバーレイ]の順に選択します
• [AIS]が選択されていることを確認します。

11.6ソソソフフフトトトウウウェェェアアアアアアッッップププデデデーーートトト
Raymarineでは、製品のソフトウェアアップデートを定期的にリリース
しています。アップデートにより、最新および強化された機能を利用で
きるようになり、パフォーマンスと使いやすさが向上します。Webサイ
トで定期的に新しいソフトウェアを確認して、最新のソフトウェアが使
用されていることを確認してください。ソフトウェアの更新プロセスで
は、LightHouse™ 2リリース 13またはそれ以降、もしくは LightHouse™ 3
を動力源とする互換性のある MFDが必要になります。
Check the Raymarine website regularly for software updates for your
products: www.raymarine.com/software wo.
ソフトウェアの更新を実行するのに使用する MFDは、指定のデータマス
ターで、SeaTalkng ® / NMEA 2000 toを介して、更新する製品に接続され
ている必要があります。
MFDソフトウェアの更新を実行する方法の説明については、Raymarineの
Webサイト (www.raymarine.com/software)を参照してください。
製品ソフトウェアのアップデート方法に関する正しい手順がわからない
場合は、購入元の販売代理店または Raymarineテクニカルサポートに
お問い合わせください。
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章章章 12 章章章 : 保保保守守守

目次
• 12.1 機器の定期点検 ページ ( 58 ページ)
• 12.2 製品の清掃 ページ ( 58 ページ)
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12.1 機機機器器器ののの定定定期期期点点点検検検
定期的に次の定期点検を実施して、機器が正しくしっかりと動作してい
ることを確認することをお勧めします。
• ケーブルに損傷や磨耗、裂け目などの兆候がないか検査する。
• ケーブルがすべてしっかり接続されていることを確認する。

12.2 製製製品品品ののの清清清掃掃掃
最適な清掃方法

製品を清掃する際は、以下の点に注意してください。
• 電源のスイッチを切ります。
• 清潔な布で汚れを拭き取ります。
• 磨剤や酸性の、アンモニア、その他の化学溶剤が入ったクリーニン
グ剤を使用しないでください。

• ジェットウォッシュは使用しないでください。
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章章章 13 章章章 : トトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ

目次
• 13.1 電源投入のトラブルシューティング ページ ( 60 ページ)
• 13.2 AIS データのトラブルシューティング ページ ( 60 ページ)
• 13.3 VSWR アラームのトラブルシューティング ページ ( 62 ページ)
• 13.4 データの競合やループ ページ ( 62 ページ)
• 13.5 LED ステータス インジケータ ページ ( 62 ページ)
• 13.6 USB 接続のトラブルシューティング ページ ( 63 ページ)
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13.1電電電源源源投投投入入入のののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
電源投入の問題と考えられる原因、およびその解決策を示します。
製製製品品品ののの電電電源源源ががが入入入らららななないいい、、、まままたたたははは切切切れれれ続続続けけけるるる

考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

ヒューズが飛んだ /
ブレーカがトリップ
した

1. 取り付けられているヒューズ、ブレーカ、
接続部の状態を確認し、必要に応じて交換
してください。

2. 取り付けられているヒューズ定格が正しいこ
とを確認してください (3 A)。

3. ヒューズが飛び続ける場合は、ケーブルに損
傷がないか、コネクタピンが壊れていない
か、配線が間違っていないかを確認してく
ださい。

電源ケーブル /接続
が悪い /損傷してい
る /不安定

1. 電源ケーブルコネクタが、製品内の定位置に
しっかり固定されていることを確認してく
ださい。

2. 電源ケーブルとコネクタに損傷や摩耗がない
か確認し、必要があれば交換してください。

3. 製品の電源が入った状態で、製品コネクタの
そばのケーブルを曲げてみて、これが原因で
製品が再起動/停電するようであれば、ケーブ
ルを交換してください。

4. 製品の電源電圧、バッテリ端子と電源ケーブ
ルの状態を調べ、接続が安定し、汚れや摩耗
がないことを確認します。必要があれば交換
してください。

5. 製品に負荷をかけた状態で、マルチメーター
を使用して、すべてのコネクタ/ヒューズ全
体の高電圧降下を調べ、必要があれば交換
します。

考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

電源が正しく接続さ
れていない

電源の配線が正しくない可能性があります。設置
指示に従っていることを確認してください。

電源が不十分 電源 (分電盤またはバッテリー)から、製品に
10.2 V以上が供給されていることを確認してく
ださい。

製製製品品品ががが起起起動動動しししななないいい (再再再起起起動動動ルルルーーープププ)

考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

電源と接続 上記の「製品の電源が入らない、または切れ続
ける」に記載の考えられる解決策を参照してく
ださい。

ソフトウェアの破損 万一、製品ソフトウェアが破損した
場合は、Raymarine のホームページ
(www.raymarine.com/software)から最新版のソフ
トウェアを再インストールしてください。

13.2 AISデデデーーータタタのののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
AISタタターーーゲゲゲッッットトトがががデデディィィスススプププレレレイイイににに表表表示示示ささされれれななないいい

考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

データ /ネットワー
クの問題

以下の「データに誤り、または競合がある」
表にある内容を確認した上で、対処して解決し
てください。

VHFアンテナの不
具合

VHFアンテナが正しく接続されており、船舶の
構造に対して短絡していないことを確認してく
ださい。

GNSS (GPS)アンテ
ナの不具合

GNSS (GPS)アンテナが正しく接続されており、
適切な場所 (障害物に遮られていない)に取り付け
られていることを確認してください

AIS機能がディスプ
レイで有効になって
いません

お使いのディスプレイの操作説明書を参照して、
AIS機能を有効にする方法を確認してください。
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考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

MFDが危険なター
ゲットかメンバー
ターゲットのみを表
示するように設定さ
れていますが、船舶
の範囲に危険なター
ゲットもメンバー
ターゲットも存在し
ません。

お使いのディスプレイの操作説明書を参照して、
すべての AISターゲット表示を有効にする方法
を確認してください。

有効範囲に AISを装
備した船舶がありま
せん。

もっと多くの船舶が付近に現れるのを待ってか
ら、再度試してください (マリーナなど)。

デデデーーータタタににに誤誤誤りりり、、、まままたたたははは競競競合合合がががあああるるる

考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

MMSI番号および静
的データが設定され
ていない

proAIS2ソフトウェアおよび PCを利用して、
MMSI番号および静的データを製品に設定してく
ださい。詳細は、11.4設定を参照してください。

AIS構成データ、静
的データが保存され
ていない

すべての接続を解除し、USBケーブルのみをPC
に接続して、設定をやり直してください。

AISハードウェアが
ディスプレイによっ
て検出されない

• ケーブルがすべてしっかり接続されており、損
傷していないことを確認してください。必要
に応じて交換してください。

• NMEA 0183を使用して接続する際は、製品を
MFDに接続する際に使用したポートが 38,400
ボーレートに設定されていることを確認しま
す。また、AISデータを出力するように設定さ
れていることも確認します(通常、初期設定で
はポート 1から AISデータが出力されます。

• MFD が、お手元のディスプレイと同じ
SeaTalkng ® / NMEA 2000ネットワークに接続
されていることを確認します。または、MFD
が該当する NMEA 0183接続部に直接つながれ
ていることを確認します。

考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策
SeaTalkng ® /
NMEA 2000 およ
び NMEA 0183が、
同時に同じ装置に接
続されている

SeaTalkng ® / NMEA 2000または NMEA 0183の
いずれか１つだけが接続されていることを確認
します。

複数の AISレシーバ
/トランスシーバが
接続されており、動
作している

システムに複数の AISレシーバ/トランシーバが
接続されている場合、電源が入っているまたは送
信中のものが1つだけであることを確認します。

VHF アアアンンンテテテナナナののの必必必要要要条条条件件件
AISユニットで必要となる VHFアンテナのタイプと仕様に関する重要な
要件。
最適なアンテナ性能を確保するために、以下のガイドラインに従って
ください。
• AIS専用アンテナではなく、広広広帯帯帯域域域 VHFアンテナの使用を強くお勧
めいたします。

• AIS700では、AISトランシーバと AIS700の一体型アンテナスプリッ
ターを利用している接続されている VHF無線の両方が高い性能を発揮
する上で、広域アンテナが必要になります。

• AIS周波数による動作専用として最適化されている VHFアンテナを
使用する場合、AIS700に対して永続的な損傷が起きる可能性があり
ます。これは、VHF無線送信が、VHF無線周波数で動作している
VHFアンテナのインピーダンス整合の調和不足により、AIS700内で
反射するためです。

• VHF無線周波数専用として最適化されている非非非広域 VHFアンテナを使
用する場合、 AISトランシーバから発せられる送信が、AIS700内で反
射する可能性があります。これは、アンテナと AISトランシーバの周波
数のインピーダンス整合の調和不足によるものです。これによって、
AIS700が破損することはありませんが (AISクラス Bトランスしーの
電力は、VHFトランスシーバより著しく低いため)、場合によっては
AIS700によりシステムVSWRアラームが発せられることがあります。

• 新しい VHFアンテナは、長さが固定されたケーブルが付属していま
す。ケーブルの長さによって、アンテナの性能がある程度決まりま
す。つまり、アンテナのケーブルを切断すると性能に影響が生じる可
能性があり、VSWR比が高くなり、受信が制限されます。
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推推推奨奨奨ささされれれるるる VHF アアアンンンテテテナナナののの仕仕仕様様様
仕仕仕様様様

周周周波波波数数数帯帯帯域域域: 156.025 MHz～ 162.025 MHz

VSWR (電電電圧圧圧定定定在在在波波波比比比): 周波数の全範囲において、2:1を
超えないこと

イイインンンピピピーーーダダダンンンススス: 50 オーム広帯域

ゲゲゲイイインンン: 3dBi最大

コココネネネクククタタターーータタタイイイプププ: PL-259

13.3 VSWRアアアラララーーームムムのののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
アラームが定期的に発生する場合、以下のトラブルシューティングガ
イドをお試しください。

考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

使用しているアンテ
ナが正しくありませ
ん。

お使いのアンテナが、所定の VHFアンテナ仕様
要件（製品に付属のドキュメントに記載されてい
ます）を満たしていることを確認してください。

アンテナが短絡また
は開回路している

アンテナが短絡または開回路していないか確認し
てください。必要に応じて、修理または交換し
てください。

製品で使用している
ソフトウェアがバー
ジョンが古い

ソフトウェアバージョン 1.09では、アンテナの不
具合検出が改善されています (VSWRアラーム)。

13.4 デデデーーータタタののの競競競合合合やややルルルーーープププ
データの競合やループの可能性を回避するためにも、複数のネットワー
クプロトコルを用いて製品を同じ装置に接続しないでください。

重重重要要要:
• NMEA 0183おおおよよよびびび SeaTalkng ® / NMEA 2000接続を介して、同時に
MFDまたは VHF無線に接続しないでください。

• NMEA 0183おおおよよよびびび USB接続を介して、同時にPCに接続しないで
ください。

• AIS内蔵の VHF無線を接続している場合は、最初にVHF無線のAIS
機能を無効にする必必必要要要がががああありりりままますすす。その後、AISユニット（または
同じデータネットワーク）に接続します。VHF無線のAIS機能を無
効にする方法の詳細については、お使いの無線のマニュアルをご
覧ください。

13.5 LEDススステテテーーータタタスススイイインンンジジジケケケーーータタタ
送受信機の LEDステータスインジケータには、製品のステータスが
表示されます。

色色色 ススステテテーーータタタススス

緑 トランシーバの電源が入っており、正常に機能しています。

オレンジ 送受信機は送信していません。
• 少なくとも 30分間待って、地域当局から「静寂時間」が
要求されていないかどうかを確認してください。
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色色色 ススステテテーーータタタススス

赤 送受信機障害 / MMSI.番号がプログラミングされていない
• MMSI番号および静的データが正しく設定されていること
を確認してください。

• GNSSアンテナが正しく接続されており、障害物に遮られ
ていないことを確認してください。

• VHFアンテナが正しく接続されており、船舶の構造に対
して短絡していないことを確認してください。

• 電源の電圧が正しいことを確認してください (12 V dcま
たは 24 V dc)。

• 入力装置の方位と COGの方位が大きくかけ離れています。

青 送受信機はサイレントモードで動作しています (データの送
信は行われていません)。サイレントモードを無効にする方法
• お使いの MFDでのAISサイレントモード設定を確認し
てください。

• 専用のサイレントモードスイッチが装着されている場合
は、スイッチの位置を確認してください (MFDの設定は
スイッチによって上書きされます)。

• 専用スイッチが装着されている場合は、電源/データケー
ブルの薄緑とオレンジのワイヤが一緒に短絡していない
ことを確認してください。

13.6 USB接接接続続続のののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
USBを使用して、AISユニットと PC/ノートパソコンを接続する際に問
題が発生した場合、まず最初に USBケーブルを交換してみてくださ
い。USBケーブルを交換しても問題が解消されない場合には、別の
USBポートを使用してみてください。また、USBハブのポートは使用
しないでください。
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章章章 14 章章章 : テテテクククニニニカカカルルルサササポポポーーートトト

目次
• 14.1 製品の返送方法 ページ ( 65 ページ)
• 14.2 Raymarine製品サポートとアフターサービスページ ( 66ページ)
• 14.3 学習リソース ページ ( 67 ページ)
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14.1 製製製品品品ののの返返返送送送方方方法法法
返送されてくる製品の多くが故障ではないことが分かっています。お手
元の製品を Raymarine宛てにご返送いただく前に、最初に基本的なトラ
ブルシューティングを行い、製品を操作して見てください。Raymarine製
品サポートチームによるサポートをもご利用いただけます。現在発生し
ている問題を段階的に解決していくお手伝いをいたします。
1. 電源部とケーブルが全て正しく接続されていることを確認してくだ
さい。

2. 「 p.47 —接接接地地地」の項に記載されている詳細要件に従って、付属の接
地ストラップを使用して、専用の接地ラグを介して製品の接地が取ら
れていることを確認してください。

3. VHFアンテナの仕様が、「 p.61 — VHFアアアンンンテテテナナナののの必必必要要要条条条件件件」の項に
記載されている詳細要件を満たしていることを確認してください。

4. VHFおよび GNSS (GPS)アンテナが正しく動作しており、付属の説明
書に従って取り付けられていることを確認してください。

5. AISユニットが、MMSI番号を用いてプログラミングされているこ
とを確認してください。

6. ProAIS2ソフトウェアを使用して静的データが設定されているこ
とを確認してください。 静的でーたは、Raymarine Webサイト
(www.raymarine.com/software)からダウンロードできます。

7. AISレシーバ /トランシーバを PCに接続し、故障が発生していない
か、ProAIS2診断ページを確認してください。

8. お使いのディスプレイが、お手元の AISレシーバ/トランスシーバと互
換性があることを確認してください。

9. お使いのディスプレイソフトウェアが最新版であるか確認し
てください。最新のソフトウェアは、Raymarine Webサイト
(www.raymarine.com/software)からダウンロードできます。

10. 本取扱説明書の診断の項を見ながら、LEDステータスインジケー
タを確認してください。

11. 付属のトラブルシューティング情報をすべて参照してください。
12. 上記のすべてを試しても問題が解消されない場合には、 Raymarine製
品サポートとアフターサービス係までお電話いただき、保証修理番号
を入手してください。製品のご返送手順については、Raymarine Web
(www.raymarine.com/support)を参照してください

注注注意意意:
保証修理をご希望される場合には、必ず上記の手順に従った上でご
返送いただく必要があります。
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14.2 Raymarine製製製品品品サササポポポーーートトトとととアアアフフフタタターーーサササーーー
ビビビススス
Raymarineでは、包括的な製品サポートサービス、保証、アフターサー
ビス、修理を提供しています。これらのサービスには、Raymarine Web
サイト、電話、電子メールにてアクセスできます。
製品情報
アフターサービスやサポートをご希望される場合には、次の情報をお
手元にご用意ください。
• 製品名。
• プロダクトID。
• シリアル番号。
• ソフトウェアアプリケーションのバージョン。
• 系統図。
この製品情報は、接続されているディスプレイの診断ページを使用して
入手することが可能です。
アフターサービスと保証
Raymarine では、保証、修理、サポートに関する専用のサポート窓口
を設けております。
保証延長サービスを受けるには、Raymarine Web サイト
(https://www.raymarine.com/en-us/support/product-registration)で、必ずお
手元の製品の情報を登録していただく必要があります。
英英英国国国 (UK)、、、欧欧欧州州州・・・中中中東東東・・・アアアフフフリリリカカカ (EMEA)、、、アアアジジジアアア太太太平平平洋洋洋
• E-Mail: emea.service@raymarine.com
• Tel: +44 (0)1329 246 932
米米米国国国 (US):
• E-Mail: rm-usrepair@flir.com
• Tel: +1 (603) 324 7900
ホームページでのサポート
次のサポートをご希望の方は、Raymarine Webサイトの「Support (サポー
ト)」をご利用ください。
• マママニニニュュュアアアルルル・・・ドドドキキキュュュメメメンンントトト— http://www.raymarine.com/manuals
• 技技技術術術サササポポポーーートトトフフフォォォーーーラララムムム— https://raymarine.custhelp.com/app/home
• ソソソフフフトトトウウウェェェアアア更更更新新新プププロロログググラララムムム— http://www.raymarine.com/software

ワールドワイドサポート
英英英国国国 (UK)、、、欧欧欧州州州・・・中中中東東東・・・アアアフフフリリリカカカ (EMEA)、、、アアアジジジアアア太太太平平平洋洋洋
• ヘルプデスク: https://raymarine.custhelp.com/app/home
• Tel: +44 (0)1329 246 932
米米米国国国 (US):
• ヘルプデスク: https://raymarine.custhelp.com/app/home
• Tel: +1 (603) 324 7900 (フリーダイヤル: +800 539 5539)
オオオーーーススストトトラララリリリアアアおおおよよよびびびニニニュュューーージジジーーーララランンンドドド (Raymarine現現現地地地法法法人人人):
• E-Mail: aus.support@raymarine.com
• Tel: +61 2 8977 0300
フフフララランンンススス (Raymarine 現現現地地地法法法人人人):
• E-Mail: aus.support@raymarine.com
• Tel: +33 (0)1 46 49 72 30
ドドドイイイツツツ (Raymarine 現現現地地地法法法人人人):
• E-Mail: support.de@raymarine.com
• Tel: +49 40 237 808 0
イイイタタタリリリアアア (Raymarine 現現現地地地法法法人人人):
• E-Mail: support.it@raymarine.com
• Tel: +39 02 9945 1001
スススペペペイイインンン (Authorized Raymarine販販販売売売代代代理理理店店店):
• E-Mail: sat@azimut.es
• Tel: +34 96 2965 102
オオオララランンンダダダ (Raymarine 現現現地地地法法法人人人):
• E-Mail: support.nl@raymarine.com
• Tel: +31 (0)26 3614 905
スススウウウェェェーーーデデデンンン (Raymarine 現現現地地地法法法人人人):
• E-Mail: support.se@raymarine.com
• Tel: +46 (0)317 633 670
フフフィィィンンンララランンンドドド (Raymarine 現現現地地地法法法人人人):
• E-Mail: support.fi@raymarine.com
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• Tel: +358 (0)207 619 937
ノノノルルルウウウェェェイイイ (Raymarine 現現現地地地法法法人人人):
• E-Mail: support.no@raymarine.com
• Tel: +47 692 64 600
デデデンンンマママーーーククク (Raymarine 現現現地地地法法法人人人):
• E-Mail: support.dk@raymarine.com
• Tel: +45 437 164 64
ロロロシシシアアア (Authorized Raymarine販販販売売売代代代理理理店店店):
• E-Mail: info@mikstmarine.ru
• Tel: +7 495 788 0508

14.3 学学学習習習リリリソソソーーーススス
Raymarineでは、お使いの製品を最大限に活用していただくために、幅広
い学習リソースをご用意いたしました。

ビビビデデデオオオチチチュュューーートトトリリリアアアルルル
Raymarine 公式 YouTube チャンネル:
• http://www.youtube.com/user/RaymarineInc

トトトレレレーーーニニニンンングググコココーーーススス
Raymarineでは、お使いの製品を最大限に活用していただくために、定期
的に広範な詳細トレーニングコースを開催しています。詳細について
は、Raymarine Webサイトのトレーニングのセクションをご覧ください。
• http://www.raymarine.co.uk/view/?id=2372

技技技術術術サササポポポーーートトトフフフォォォーーーラララムムム
Raymarineの製品に関する質問をしたり、他のお客様が Raymarineの機器
をどのように活用しているかをたずねるために、テクニカルサポート
フォーラムを活用することができます。このリソースは、Raymarineのお
客様やスタッフの投稿によって、定期的に更新されています。
• https://raymarine.custhelp.com/app/home
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章章章 15 章章章 : 技技技術術術仕仕仕様様様
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15.1 電電電力力力仕仕仕様様様
仕仕仕様様様

電電電源源源電電電圧圧圧: 12 V dc / 24 V dc

動動動作作作電電電圧圧圧範範範囲囲囲: 9.6 V dc～ 31.2 V dc

ピピピーーーククク電電電流流流: • 2.5A @ 12 V dc
• 1.25A @ 24 V dc

標標標準準準電電電力力力消消消費費費: 3 ワット

ヒヒヒュュューーーズズズ定定定格格格: 3 A

LEN (負負負荷荷荷等等等価価価番番番号号号): 1

15.2 環環環境境境仕仕仕様様様
仕仕仕様様様

動動動作作作温温温度度度範範範囲囲囲: -15°C～ +55°C (+5°F～ +131°F)

保保保存存存温温温度度度範範範囲囲囲: -20°C～ +75°C (-4°F～ 167°F)

湿湿湿度度度: 40°Cで 93%以下

防防防水水水等等等級級級: IPx6, IPx7

15.3 AIS ののの仕仕仕様様様
仕仕仕様様様

送送送信信信機機機: x 1

受受受信信信機機機: x 2

動動動作作作周周周波波波数数数範範範囲囲囲: • 送信中 : 156.0 MHz ～
162.025 MHz

• 受信ちゅう : 156.0 MHz ～
174.0 MHz

チチチャャャンンンネネネルルル間間間隔隔隔: 25 KHz

AISパパパフフフォォォーーーマママンンンススス 2 W CSTDMA

15.4 GNSS 受受受信信信機機機ののの仕仕仕様様様
仕仕仕様様様

チチチャャャンンンネネネルルル: 72

コココーーールルルドドドスススタタターーートトト取取取得得得: 26s (公称)

位位位置置置ソソソーーーススス: • GPS
• GLONASS

15.5 外外外部部部接接接続続続
仕仕仕様様様

VHFアアアンンンテテテナナナのののコココネネネクククタタタ
ののの種種種類類類:

SO-239同軸

VHF無無無線線線のののコココネネネクククタタタののの種種種類類類: SO-239同軸

GNSSアアアンンンテテテナナナのののコココネネネクククタタタ
ののの種種種類類類:

50 オーム TNC同軸

SeaTalk ng® / NMEA 2000
のののコココネネネクククタタタののの種種種類類類:

5方向 DeviceNet (オス)

電電電源源源おおおよよよびびび NMEA 0183: 12方向終端むき出しワイヤ

NMEA 0183 ポポポーーートトト 1 (通通通
常常常、、、AISデデデーーータタタをををMFDににに送送送
るるる際際際ににに使使使用用用):

NMEA 0183 HS (IEC 61162-1)準拠、双方
向、RS422レベル、4ワイヤインターフェ
イス (差分信号)、ボーレート設定可能

NMEA 0183 port 2 (通通通常常常、、、
ジジジャャャイイイロロロコココンンンパパパスススなななどどどののの外外外
部部部装装装置置置かかかららら船船船首首首デデデーーータタタををを受受受
信信信すすするるる際際際ににに使使使用用用)

NMEA 0183 (IEC 61162-1)準拠、双方向、
RS422レベル、4ワイヤインターフェイ
ス (差分信号)、ボーレート設定可能

電電電源源源: 2方向終端むき出しワイヤ

サササイイイレレレンンントトトモモモーーードドドスススイイイッッッチチチ: 2方向終端むき出しワイヤ
USB Micro-B

接接接地地地用用用スススタタタッッッドドド (接接接地地地用用用): ねじ込みスタッド (ナットとワッシャ付属)
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注注注意意意:
ProAISソフトウェアを使用して、各 NMEA 0183ポートを構成すること
ができます。ただし、この機能は診診診断断断おおおよよよびびびトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
のののみみみををを目目目的的的とととしししたたたももものののででですすす。ProAIS2ソフトウェアは、Raymarine Web
サイト (www.raymarine.com/software)からダウンロードできます。

15.6 VHF アアアンンンテテテナナナののの必必必要要要条条条件件件
AISユニットで必要となる VHFアンテナのタイプと仕様に関する重要な
要件。
最適なアンテナ性能を確保するために、以下のガイドラインに従って
ください。
• AIS専用アンテナではなく、広広広帯帯帯域域域 VHFアンテナの使用を強くお勧
めいたします。

• AIS700では、AISトランシーバと AIS700の一体型アンテナスプリッ
ターを利用している接続されている VHF無線の両方が高い性能を発揮
する上で、広域アンテナが必要になります。

• AIS周波数による動作専用として最適化されている VHFアンテナを
使用する場合、AIS700に対して永続的な損傷が起きる可能性があり
ます。これは、VHF無線送信が、VHF無線周波数で動作している
VHFアンテナのインピーダンス整合の調和不足により、AIS700内で
反射するためです。

• VHF無線周波数専用として最適化されている非非非広域 VHFアンテナを使
用する場合、 AISトランシーバから発せられる送信が、AIS700内で反
射する可能性があります。これは、アンテナと AISトランシーバの周波
数のインピーダンス整合の調和不足によるものです。これによって、
AIS700が破損することはありませんが (AISクラス Bトランスしーの
電力は、VHFトランスシーバより著しく低いため)、場合によっては
AIS700によりシステムVSWRアラームが発せられることがあります。

• 新しい VHFアンテナは、長さが固定されたケーブルが付属していま
す。ケーブルの長さによって、アンテナの性能がある程度決まりま
す。つまり、アンテナのケーブルを切断すると性能に影響が生じる可
能性があり、VSWR比が高くなり、受信が制限されます。

推推推奨奨奨ささされれれるるる VHF アアアンンンテテテナナナののの仕仕仕様様様
仕仕仕様様様

周周周波波波数数数帯帯帯域域域: 156.025 MHz～ 162.025 MHz

VSWR (電電電圧圧圧定定定在在在波波波比比比): 周波数の全範囲において、2:1を
超えないこと

イイインンンピピピーーーダダダンンンススス: 50 オーム広帯域

ゲゲゲイイインンン: 3dBi最大

コココネネネクククタタターーータタタイイイプププ: PL-259
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章章章 16 章章章 : スススペペペアアアおおおよよよびびび付付付属属属品品品
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16.1 スススペペペアアアおおおよよよびびび付付付属属属品品品
次の部品がスペアとして提供されています。

商商商品品品番番番号号号 説説説明明明
R62241 GNSSパッシブアンテナ、10 m (32.8フィート)同

軸ケーブル付き (AIS送受信機専用)
R32162 電源/データケーブル、2 m (6.56 ft)。

16.2 SeaTalkng®ケケケーーーブブブルルルおおおよよよびびび付付付属属属品品品
互換製品で使用するSeaTalkng ®ケーブルおよび付属品

SeaTalkng® キキキッッットトト
SeaTalkng キットを利用して、シンプルな SeaTalkng バックボーンを作
成することができます。
Starterキキキッッットトト (品品品番番番: T70134)の内容

1. 3 m (9.8 ft) のスプール ケーブル x 1本 (品番: A06040)。装置と
SeaTalkng バックボーンを接続します。

2. 2 m (6.6 ft)の電源ケーブル x 1本 (品番: A06049)。SeaTalkng バック
ボーンに 12 V dc電源を供給します。

3. バックボーンターミネータ x 2 (品番: A06031)。SeaTalkng バック
ボーンの両端に、ターミネータを取り付ける必要があります。

4. 5方向コネクタ x 1 (品番: A06064)。コネクタブロックごとに、最大 3
つの SeaTalkng デバイスを接続できます。複数のコネクタブロック
は、一緒にデイジーチェーン接続することができます。

バババッッックククボボボーーーンンンキキキッッットトト (品品品番番番: A25062)の内容

1. 5 m (16.4 ft)のバックボーンケーブル x 2本 (品番: A06036)。SeaTalkng
バックボーンを作成したり、拡張する際に使用します。

2. 20 m (65.6 ft)のバック本ケーブル x 1本 (品番: A06037)。SeaTalkng
バックボーンを作成したり、拡張する際に使用します。

3. T字型 x 4 (品番: A06028)。T字型1つと、SeaTalkng デバイス1つを接
続できます。複数のコネクタブロックは、一緒にデイジーチェーン
接続することができます。

4. バックボーンターミネータ x 2 (品番: A06031)。SeaTalkng バック
ボーンの両端に、ターミネータを取り付ける必要があります。

5. 2 m (6.6 ft)の電源ケーブル x 1本 (品番: A06049)。SeaTalkng バック
ボーンに 12 V dc電源を供給します。

Evolution自自自動動動操操操縦縦縦ケケケーーーブブブルルル (品品品番番番: R70160)の内容

1. 5 m (16.4 ft)のバックボーンケーブル x 1本 (品番: A06036)。SeaTalkng
バックボーンを作成したり、拡張する際に使用します。
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2. 1 m (3.3 ft) のスプール ケーブル x 1本 (品番: A06040)。装置と
SeaTalkng バックボーンを接続します。

3. 2 m (6.6 ft)の電源ケーブル x 1本 (品番: A06049)。SeaTalkng バック
ボーンに 12 V dc電源を供給します。

4. 5方向コネクタ x 1 (品番: A06064)。コネクタブロックごとに、最大 3
つの SeaTalkng デバイスを接続できます。複数のコネクタブロック
は、一緒にデイジーチェーン接続することができます。

5. T字型 x 2 (品番: A06028)。T字型1つと、SeaTalkng デバイス1つを接
続できます。複数のコネクタブロックは、一緒にデイジーチェーン
接続することができます。

6. バックボーンターミネータ x 2 (品番: A06031)。SeaTalkng バック
ボーンの両端に、ターミネータを取り付ける必要があります。

SeaTalk ― SeaTalkng コココンンンバババーーータタタキキキッッットトト (品品品番番番: E22158)の内容

1. 2 m (6.6 ft)の電源ケーブル x 1本 (品番: A06049)。SeaTalkng バック
ボーンに 12 V dc電源を供給します。

2. 1 m (3.3 ft) のスプール ケーブル x 1本 (品番: A06039)。装置と
SeaTalkng バックボーンを接続します。

3. 0.4 m (1.3 ft)の SeaTalk (3ピン) ― SeaTalkng アダプタケーブル x 1本 (品
番: A22164)。SeaTalk ― SeaTalkng コンバータを介して、SeaTalk デ
バイスと SeaTalkng バックボーンを接続する際に使用します。

4. SeaTalk ー SeaTalkng コンバータ x 1 (品番: E22158)。コンバータごと
に、SeaTalk デバイス一台と SeaTalkngデバイスを最大二台まで接
続することができます。

5. スプールブランキングプラグ x 2 (品番: A06032)。5方向ブロック、
T字型コネクタ、SeaTalk ー SeaTalkng コンバータの未使用スプール
接続部を塞ぐ役割を果たします。

6. バックボーンターミネータ x 2 (品番: A06031)。SeaTalkng バック
ボーンの両端に、ターミネータを取り付ける必要があります。

NMEA 0183 VHF 2ワワワイイイヤヤヤ ― SeaTalkng コココンンンバババーーータタタキキキッッットトト (品品品番番番: E70196)
の内容

1. 2 m (6.6 ft)の電源ケーブル x 1本 (品番: A06049)。SeaTalkng バック
ボーンに 12 V dc電源を供給します。

2. 1 m (3.3 ft) のスプール ケーブル x 1本 (品番: A06039)。装置と
SeaTalkng バックボーンを接続します。

3. 1 m (3.3 ft)の NMEA 0183 VHF両端むき出し (2ワイヤ) ― SeaTalkng ア
ダプタケーブル x 1本 (品番: A06071)。NMEA 0183 VHFー SeaTalkng
コンバータを介して、NMEA 0183 VHF無線を SeaTalkng バックボー
ンに接続する際に使用します。

4. SeaTalk ー SeaTalkng コンバータ x 1 (品番: E22158)。コンバータごと
に、SeaTalk デバイス一台と SeaTalkngデバイスを最大二台まで接
続することができます。

5. スプールブランキングプラグ x 2 (品番: A06032)。5方向ブロック、
T字型コネクタ、SeaTalk ー SeaTalkng コンバータの未使用スプール
接続部を塞ぐ役割を果たします。

6. バックボーンターミネータ x 2 (品番: A06031)。SeaTalkng バック
ボーンの両端に、ターミネータを取り付ける必要があります。

SeaTalkng ®スススプププーーールルルケケケーーーブブブルルル
デバイスを SeaTalkng バックボーンに接続する際に、SeaTalkng スプー
ルケーブルが必要です。
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1. SeaTalkng スプールケーブル
• 1 m (3.3 ft)のスプールケーブル x 1本 (品番: A06039)。
• 1 m (3.3 ft)のスプールケーブル (品番: A06039)。
• 3 m (9.8 ft)のスプールケーブル (品番: A06040)。
• 5 m (16.4 ft)のスプールケーブル (品番: A06041)。

2. 0.4 m (1.3 ft)のエルボ (直角) ―エルボ (直角)スプールケーブル (品
番: A06042)。直線状のスプールケーブルを取り付ける余裕がない
狭い空間で使用します。

3. 1 m (3.3 ft)のエルボ (直角) ―エルボ (直角)スプールケーブル (品番:
A06081)。直線状のスプールケーブルを取り付ける余裕がない狭い空
間で使用します。

4. SeaTalkng ー両端むき出しスプールケーブル (トランスデューサポッ
ドなど、SeaTalkng コネクタがないご化成がある製品と接続します)
• 1 m (3.3 ft)の SeaTalkng ー両端むき出しスプールケーブル (品番:
A06043。

• 3 m (9.8 ft)の SeaTalkng ー両端むき出しスプールケーブル (品番:
A06044。

5. 0.3 m (1.0 ft)の ACU / SPX自動操縦－SeaTalkngスプールケーブル (品
番 R12112)。コースコンピュータを SeaTalkng バックボーンに接続し
ます。この接続を利用して、SeaTalkng バックボーンに 12 V dc電
源を供給することも可能です。

SeaTalkng ®バババッッックククボボボーーーンンンケケケーーーブブブルルル
SeaTalkng バックボーンケーブルは、SeaTalkng バックボーンを作成し
たり、拡張する際に使用します。

• 0.4 m (1.3 ft)のバックボーンケーブル (品番: A06033)。
• 1 m (3.3 ft)のバックボーンケーブル (品番: A06034)。
• 3 m (9.8 ft)のバックボーンケーブル (品番: A06035)。
• 5 m (16.4 ft)のバックボーンケーブル (品番: A06036)。
• 9 m (29.5 ft)のバックボーンケーブル (品番: A06068)。
• 20 m (65.6 ft)のバック本ケーブル (品番: A06037)。
SeaTalkng ®電電電源源源ケケケーーーブブブルルル
SeaTalkng 電源ケーブルは、SeaTalkng バックボーンに単一の 12 V dc電
源を供給する際に使用します。電源接続には、5アンペアのインライン
ヒューズが取り付けられている必要があります (別売り)。

1. 2 m (6.6 ft)の電源ケーブル (品番: A06049)。
2. 2 m (6.6 ft)の電源ケーブル (品番: A06070)。
SeaTalkng ®コココネネネクククタタタ
SeaTalkng コネクタを使用して、SeaTalkng デバイスを SeaTalkng バック
ボーンに接続して、バックボーンを作成したり、拡張したりします。
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1. 5方向コネクタ (品番: A06064)。コネクタブロックごとに、最大 3
つの SeaTalkng デバイスを接続できます。複数のコネクタブロック
は、一緒にデイジーチェーン接続することができます。

2. T字型 (品番: A06028)。T字型1つと、SeaTalkng デバイス1つを接続で
きます。複数のコネクタブロックは、一緒にデイジーチェーン接
続することができます。

3. バックボーンエクステンダ (品番: A06030)。二本のバックボーン
ケーブルを1つにまとめる際に使用します。

4. インラインターミネータ (品番: A80001)。バックボーンターミ
ネータの代わりに、スプールケーブルとバックボーンの両端にある
SeaTalkng デバイスを接続する際に使用します。

5. バックボーンターミネータ (品番: A06031)。SeaTalkng バックボーン
の両端に、ターミネータを取り付ける必要があります。

6. スプールブランキングプラグ (品番: A06032)。5方向ブロック、T字
型コネクタ、SeaTalk ー SeaTalkng コンバータの未使用スプール接
続部を塞ぐ役割を果たします。

7. エルボ (直角)スプールコネクタ (品番: A06077)。直線状のスプール
ケーブルを取り付ける余裕がない狭い空間で使用します。

SeaTalkng ®アアアダダダプププタタタおおおよよよびびびアアアダダダプププタタタケケケーーーブブブルルル
SeaTalkng アダプタケーブルを使用して、他の CANバスバックボーン
(SeaTalk または DeviceNetなど)向けに設計されたデバイスを SeaTalkng
バックボーンに接続します。

1. 1 m (3.3 ft)の SeaTalk (3ピン) ― SeaTalkng コンバータケーブル (品番:
A22164 / A06073)。SeaTalk ― SeaTalkng converterコンバータを介
して、SeaTalk デバイスを SeaTalkng バックボーンに接続したり、
SeaTalkng 製品を SeaTalk ネットワークに直接接続したりする際
に使用できます。

2. 0.4 m (1.3 ft)の SeaTalk (3ピン) ― SeaTalkng アダプタケーブル (品
番: A06047)。SeaTalk ― SeaTalkng converterコンバータを介して、
SeaTalk デバイスを SeaTalkng バックボーンに接続したり、SeaTalkng
製品を SeaTalk ネットワークに直接接続したりする際に使用でき
ます。

3. 0.4 m (1.3 ft)の SeaTalk2 (5ピン) ― SeaTalkng アダプタケーブル (品
番: A06048)。SeaTalk2 デバイスまたはネットワークを SeaTalkng
バックボーンに接続する際に使用します。

4. SeaTalkng －DeviceNet (メス)アダプタケーブルは、DeviceNetコネク
タを使用して SeaTalkng バックボーンに接続している NMEA 2000デ
バイスや SeaTalkng デバイスを NMEA 2000ネットワークに接続する
際に使用します。利用できるケーブルは以下の通りです。
• 0.4 m (1.3 ft)の SeaTalkng ― DeviceNet (メス)アダプタケーブル (品
番: A06045)。

• 1 m (3.3 ft)の SeaTalkng ― DeviceNet (メス)アダプタケーブル (品
番: A06075)。

5. SeaTalkng ― DeviceNet (オス)アダプタケーブル。DeviceNetコネクタ
を使用して、 SeaTalkng バックボーンに接続している NMEA 2000デ
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バイスや SeaTalkng デバイスを NMEA 2000ネットワークに接続する
際に使用します。利用できるケーブルは以下の通りです。
• 0.1 m (0.33 ft)の SeaTalkng ― DeviceNet (オス)アダプタケーブル
(品番: A06078)。

• 0.4 m (1.3 ft)の SeaTalkng ― DeviceNet (オス)アダプタケーブル (品
番: A06045)。

• 1 m (3.3 ft)の SeaTalkng ― DeviceNet (オス)アダプタケーブル (品
番: A06076)。

• 1.5 m (4.92 ft)の SeaTalkng ― DeviceNet (オス)アダプタケーブル
(品番: A06046)。

6. 1 m (3.3 ft)の NMEA 0183 VHF両端むき出し (2ワイヤ) ― SeaTalkng
アダプタケーブル (品番: A06071)。NMEA 0183 VHFー SeaTalkng コ
ンバータを介して、NMEA 0183 VHF無線を SeaTalkng バックボー
ンに接続する際に使用します。

7. SeaTalkng (オス) ― DeviceNet (メス)アダプタケーブル (A06082)。
8. SeaTalkng (メス) ― DeviceNet (オス)アダプタケーブル (A06083)。
9. SeaTalkng (オス) ― DeviceNet (メス) エルボ（直角）アダプタ

(A06084)。
10. DeviceNet (メス) ―両端むき出しのアダプタケーブル (0.4 m (1.3 ft) (品
番: E05026)。

11. DeviceNet (オス) ―両端むき出しのアダプタケーブル (0.4 m (1.3 ft) (品
番: E05027)。
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補補補足足足 A許許許可可可証証証おおおよよよびびび MMSI発発発行行行機機機関関関
以下の表では、関連する各地域ごとの許可証および MMSI番号発行機関の
一覧のほか、関連するホームページのリンク先をご覧になれます。大半
の機関でオンラインで申請できるようになっています。

国国国＆＆＆規規規制制制機機機関関関 ホホホーーームムムペペペーーージジジ

アルゼンチン (AR):
Ente Nacional de Comunicaciones

http://www.enacom.gob.ar

オーストラリア (AU):
Australian Communications and
Media Authority

http://www.acma.gov.au/

オーストリア (AT):
Austrian Regulatory Authority
for Broadcasting and
Telecommunications

http://www.rtr.at

ベルギー (BE):
Belgian Institute for Postal services
and Telecommunications (BIPT)

http://www.bipt.be

ブラジル (BR):
Agencia Nacional de
Telecomunicacoes

http://www.anatel.gov.br

ブルガリア (BG):
Communications Regulation
Commission

http://www.crc.bg

カナダ (CA):
Industry Canada

https://www.ic.gc.ca/eic/site/smt-
gst.nsf/eng/home

中国 (ZH):
Ministry of Information Industry

http://www.mii.gov.cn

コスタリカ (CR):
Superintendencia de
Telecomunicaciones

http://sutel.go.cr

国国国＆＆＆規規規制制制機機機関関関 ホホホーーームムムペペペーーージジジ

クロアチア (HR):
Croatian Post and Electronic
Communications Agency

http://www.hakom.hr/de-
fault.aspx?id=7

キプロス (CY):
Office of Electronic Communications
& Postal Regulation

http://www.ocecpr.org.cy/nqconten-
t.cfm?a_id=767&tt=ocecpr&lang=gr

チェコ共和国 (CZ):
The Czech Telecommunication
Office

http://www.ctu.eu/main.php?pagei-
d=178

デンマーク (DK):
Danish Energy Agency

https://ens.dk/en

エストニア (EE):
Estonian Competition Authority

http://www.konkurentsi-
amet.ee/?lang=en

フィンランド (FI):
Finnish Communications Regulatory
Authority

http://www.ficora.fi/en

フランス (FR):
Autorité de Régulation des
Communications Électroniques et
des Postes

http://www.arcep.fr

ドイツ (DE):
Bundesnetzagentur

http://www.bundesnetzagentur.de

ギリシャ (EL):
Hellenic Telecommunications and
Post Commission

http://www.eett.gr/opencms/openc-
ms/EETT_EN/index.html

オランダ (NL):
Autoriteit Consument & Markt

https://www.acm.nl/nl

香港 (HK):
Office of Communications Authority

http://www.ofca.gov.hk
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国国国＆＆＆規規規制制制機機機関関関 ホホホーーームムムペペペーーージジジ

ハンガリー (HU):
National Media and Infocommunica-
tion Authority

http://www.nmhh.hu

アイスランド (IS):
Post and telecom administration in
Iceland

http://www.pfs.is/de-
fault.aspx?cat_id=101

インドネシア (ID):
Finnish Communications Regulatory
Authority

http://www.brti.or.id

アイルランド (IE):
Commission for Communications
Regulation

http://www.comreg.ie

マン島 (IM):
Communications Commission

http://www.gov.im/govern-
ment/boards/cc.xml

イタリア (IT):
Autorità per le Garanzie nelle
Comunicazioni

http://www.agcom.it

ジャマイカ (JM):
Spectrum Management Authority

http://www.sma.gov.jm

日本 (JP):
総務省

http://www.soumu.go.jp/english/in-
dex.html

韓国 (KR):
Korea Communications Commission

http://eng.kcc.go.kr

リヒテンシュタイン (LI):
Office for Communications

http://www.llv.li/amtsstellen/llv -ak-
english-page.htm

リトアニア (LT):
Communications Regulatory
Authority

http://www.rrt.lt/en/home.html

国国国＆＆＆規規規制制制機機機関関関 ホホホーーームムムペペペーーージジジ

ルクセンブルグ (LU):
Institut luxembourgeois de
régulation

http://www.ilr.public.lu

ラトビア (LV):
Elektronisko sakaru direkcija

https://www.vases.lv/lv/con-
tent/juras-sakaru-atlaujas

マレーシア (MY):
Malaysian Communications and
Multimedia Commission

http://www.mcmc.gov.my

マルタ (MT):
Malta Communications Authority

http://www.mca.org.mt

メキシコ (MX):
Instituto Federal de Telecomunica-
ciones

http://www.ift.org.mx

ニュージーランド (NZ):
Commerce Commission of New
Zealand

http://www.comcom.govt.nz

ノルウェイ (NO):
Norwegian Communications
Authority

http://www.nkom.no

パナマ (PA):
Autoridad Nacional de los Servicios
Públicos

http://www.asep.gob.pa/default.asp

ポーランド (PL):
Prezes Urzędu Komunikacji
Elektronicznej

http://www.uke.gov.pl

ポルトガル (PT):
Autoridade Nacional de
Comunicações

https://www.anacom.pt
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国国国＆＆＆規規規制制制機機機関関関 ホホホーーームムムペペペーーージジジ

ルーマニア (RO):
National Authority for Management
and Regulation in Communications
of Romania

http://www.ancom.org.ro/en

ロシア (RU):
Ministry of Telecom and Mass
Communications of the Russian
Federation

https://minsvyaz.ru/en

サウジアラビア (SA):
Communications and Information
Technology Commission (Saudi
Arabia)

http://www.citc.gov.sa

シンガポール (SG):
Info-communications Media
Development Authority of Singapore

https://www.imda.gov.sg

スロベニア (SI):
Agency for communication networks
and services of the Republic of
Slovenia

http://www.akos-rs.si/akos-ang

スロバキア (SK):
Telecommunications Regulatory
Authority of the Slovak Republic

http://www.teleoff.gov.sk/in-
dex.php?ID=9

南アフリカ (ZA):
Independent Communications
Authority of South Africa

http://www.icasa.org.za

スペイン (ES):
Comisión Nacional de los Mercados
y la Competencia

https://www.cnmc.es/en

スウェーデン (SE):
Swedish Post and Telecom Authority

http://www.pts.se

国国国＆＆＆規規規制制制機機機関関関 ホホホーーームムムペペペーーージジジ

スイス (CH):
Office fédéral de la communication

http://www.bakom.admin.ch/the-
men/frequenzen/00689/01563/in-
dex.html?lang=fr

台湾 (TW):
Communications Commission

http://www.ncc.gov.tw/english/in-
dex.aspx

タイ (TH):
Communications Commission

http://nbtc.go.th/wps/por-
tal/NTC/eng

トルコ (TR):
Information And Communication
Technologies Authority

http://eng.btk.gov.tr

アラブ首長国連邦 (AE):
Telecommunications Regulatory
Authority

http://www.tra.ae

グレート・ブリテンおよび北アイ
ルランド連合王国 (UK (NI)):
OFCOM

http://www.ofcom.org.uk

米国 (US):
FCC

https://www.fcc.gov/bureau-
divisions/mobility-division/ship-
radio-stations#block-menu-block-4
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補補補足足足 B NMEA 0183対対対応応応のののセセセンンンテテテンンンススス
AIS700でサポートしている NMEA 0183のセンテンスは次のとおりです。

セセセンンンテテテンンンススス 説説説明明明
ABK ABM/BBM承認 (送信)
ABM アドレス指定のバイナリメッセージ (受信)
ACA AISチャンネル管理の割り当て(送信)
ACS AISチャンネル管理情報ソース (送信)
AIQ AISクエリ (受信)
ACK 承認アラーム (受信)
BBM バイナリメッセージのブロードキャスト (受信)
HDT 真方位船首 (受信)
RST 機器リセットコマンド (送信 /受信)
SSD 船舶の静的データ (受信)
THS 真方位およびステータス (受信)
TXT テキスト (送信)
VDM AIS VHFデータリンクメッセージ (送信)
VDO AIS VHFデータリンクの舟艇レポート (送信)
VSD 航海静的データ (受信)

クククエエエリリリ出出出力力力セセセンンンテテテンンンススス (AIQ):

セセセンンンテテテンンンススス 説説説明明明
ACA AISチャンネル管理の割り当て
SSD 船舶の静的データ
TXT テキスト
VER バージョン
VSD 航海静的データ

補補補足足足 C NMEA 2000 対対対応応応ののの PGN
AIS700でサポートしている PGNは次のとおりです。
PGN 説説説明明明
59392 ISO承認 (送信 /受信)
59904 ISOリクエスト (送信 /受信)
60928 ISOアドレス要求 (送信 /受信)
65240 ISO命令アドレス (送信 /受信)
126208 リクエストグループ機能 (送信 /受信)
126992 システム時間 (送信)
126993 ハートビート (送信)
126996 製品情報 (送信 /受信)
127250 船首 (受信)
129025 位置の高速更新 (送信)
129026 COGと SOG、高速更新 (送信)
129029 GNSSの位置データ (送信)
129038 AISクラス A位置レポート (送信)
129039 AISクラス B位置レポート (送信)
129040 AISクラス B拡張位置レポート (送信)
129041 AIS AToN レポート (送信)
129793 AIS UTC および日付レポート (送信)
129794 AISクラス A静的・航海関連データ (送信)
129795 AISアドレス指定のバイナリメッセージ (送信)
129796 AIS 承認 (送信)
129797 AISバイナリブロードキャストメッセージ (送信)
129798 AIS SAR航空機位置レポート (送信)
129801 AISアドレス指定の SRM (送信)
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PGN 説説説明明明
129802 AIS安全ブロードキャストバイナリメッセージ (送信)
129809 AISクラス B CS静的データレポートパート B (送信)
129810 AISクラス B CS静的データレポートパート B (送信)

補補補足足足 D AIS ののの制制制限限限事事事項項項
AISが区域のあらゆる船舶を検出していると思い込まないようにしてくだ
さい。常に慎重に判断し、AISを航海上の正しい判断を下す代用品として
使用しないでください。
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補補補足足足 E AIS のののクククラララススス
クククラララススス A 送送送受受受信信信機機機
クラス A AIS送受信機は、AIS信号を送受信します。AIS送受信機は現
在、外国を巡航する 300トン超の商業船舶 (SOLAS船舶)に装備すること
が義務付けられています。
クラス Aの AISシステムで伝送できる情報は次のとおりです。
• 静的データ (MMSI番号、船舶名、船舶のタイプ、呼び出し符号、IMO
番号、長さ、ビームおよび GPSアンテナの場所などが含まれます)。

• 航海関連データ (喫水、船荷、目的地、ETA およびその他の関連情
報が含まれます)。

• 動的データ (時刻 (UTC)、船舶の位置、COG、SOG、船首、回頭率、
航海ステータスなどの情報が含まれます)。

• 動的レポート (船舶の速度とステータス)。
• メッセージ (アラームおよび安全に関するメッセージ)。
すべての船舶からの全情報が伝送されないこともありますので、ご了承
ください。

クククラララススス B 送送送受受受信信信機機機
クラス B AIS送受信機は AIS信号を送受信しますが、クラス Aと比べて使
用するデータが少ないのが特徴です (「データの概要」を参照)。クラス B
AIS送受信機はクラス A送受信機が装備されていないすべての船舶に設置
できますが、乗船時の装備が義務付けられていません。

補補補足足足 F デデデーーータタタののの概概概要要要

デデデーーータタタ レレレシシシーーーバババ (受受受信信信)
トトトララランンンシシシーーーバババ

(送送送信信信)
トトトララランンンシシシーーーバババ

(送送送信信信)

船舶の名前 はい はい はい

種類 はい はい はい

コールサイン: はい はい はい

IMO番号 はい いいえ はい

全長と船幅 はい はい はい

アンテナの位置 はい はい はい

喫水 はい いいえ はい

船荷情報 はい はい はい

目的地 はい いいえ はい
ETA はい いいえ はい

時間 はい はい はい

船舶の位置 はい はい はい
COG はい はい はい
SOG はい はい はい

ジャイロ船首 はい はい * はい

回転率 はい いいえ はい

航海ステータス はい いいえ はい

安全メッセージ はい いいえ はい

注注注意意意:
*クラス B送受信機は、外部ソースから NMEA HDTのセンテンスを受信
していない限り、ジャイロ方位を送信しません。
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デデデーーータタタ報報報告告告間間間隔隔隔
AIS情報は、静的情報と動的情報に分類されます。静的情報は、デー
タを修正した場合や、要求がある場合に送信されます。既定の間隔は
6 分です。
動的情報の報告間隔は速度と航路変更によって異なります。次の表を
参照してください。

注注注意意意:
こに示した報告間隔は参考情報です。AIS送受信機が実際に受信する間
隔とは異なる場合があります。アンテナの高さ、ゲイン、信号の干渉
などさまざまな要因の影響を受けます。

クククラララススス Aシシシススステテテムムム:

船船船舶舶舶ののの動動動的的的条条条件件件 報報報告告告間間間隔隔隔

停泊、または係留時、3ノット未
満で移動

• 航路を変更しません: 3分
• 航路を変更します: 3分

停泊、または係留時、3ノット以
上で移動

• 航路を変更しません: 10秒
• 航路を変更します: 10秒

0-14ノット • 航路を変更しません: 10秒
• 航路を変更します: 3 1/3秒

14-23ノット • 航路を変更しません: 6秒
• 航路を変更します: 2秒

23ノットより速い場合 • 航路を変更しません: 2秒
• 航路を変更します: 2秒

クククラララススス Bシシシススステテテムムム:

船船船舶舶舶ののの動動動的的的条条条件件件 報報報告告告間間間隔隔隔 (公公公称称称)

SOTDMA – 0～ 2ノット 3 分

SOTDMA – 2～ 14ノット 30 秒

SOTDMA – 14～ 23ノット 15 秒

船船船舶舶舶ののの動動動的的的条条条件件件 報報報告告告間間間隔隔隔 (公公公称称称)

SOTDMA – 23ノット超 5 秒

CSTDMA – 0～ 2ノット 3 分

CSTDMA – 2ノット超 30 秒

そそそののの他他他 AISソソソーーーススス:

ソソソーーーススス 報報報告告告間間間隔隔隔

捜索救助機 (SAR) 10 秒

航行補助 (AToN) 3 分

AISベースステーション 動作パラメータに応じて 10秒ま
たは 3.33秒
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